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今週のキーワード

PFAS規制
循環経済と地政学リスクが市場を揺るがす

29
件

記事数

7
カ国

対象国

高成長
市場

循環ポリマー

150
Mrad

耐放射線

今週の全29記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 高分子転移メカニズム 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○

混雑環境下での高分子の複雑な構造変化が密度のみで
駆動されるメカニズムを分子動力学シミュレーション
で解明。

#02 高TgポリマーAI予測 学術論文/
技術開発

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
○

高Tgポリマーのガラス転移点予測AIモデルが、化学構
造に加え製造条件を統合し、予測精度を大幅に向上。

#03 メカノケミカル理論 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

マクロなひずみが分子反応に与える影響を統一的に予
測するメカノケミカル理論を開発、自己修復材料等に
応用期待。

#04 長尺繊維レジン複合材 技術開発/
製品改良

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
○

長尺ポリエチレン繊維配合レジンコンポジットが、歯
科用材料の重合収縮歪みを抑制し、既存バルクフィル
材と同等性能を達成。

#05 高分子ガラス変形予測 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

高分子ガラスの複雑な変形挙動（応力オーバーシュー
ト、降伏、ひずみ硬化）を統一的に予測する微視的構
成理論を開発。

#06 吸水性基材特許 企業戦略/
特許

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

キンバリークラークが液体吸収機能を強化した高分子
ベースの吸水性基材の国際特許を出願、日用品分野の
性能向上に貢献。

#07 航空宇宙複合材提携 企業戦略/
技術提携

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

AlbanyとA&P;が航空宇宙・防衛向け先端複合材製造
で提携、ブレーディングとRTM統合で軽量・高性能化
と生産性向上。

#08 3Dプリンタ材料更新 製品改良/
情報更新

●●○○
○

●●●●
●

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

Polymakerが3Dプリンターハードウェア進化に対応
し、樹脂材料の印刷パラメーターを更新、高速・高品
質造形を可能に。

#09 ポリマー国際会議 会議発表
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●○○

○
「ポリマー2026」国際会議が南京で開催、持続可能
な高分子、AI応用など高分子科学の最前線を議論。

#10 医療高分子革新研究 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

『バイオマテリアル科学ポリマー版』最新号が、ヒド
ロゲルマイクロニードル薬物送達と3Dがんモデル研究
を掲載。

#11 液橋レオロジー研究 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
液橋の毛細管薄膜化と高分子配座の微視的進化が結合
するレオロジー現象の基礎研究が進展。

#12 ゲル化階層的転移 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○

ゲル化が局所相互作用からグローバル連結に至る階層
的転移であることを解明、新ソフト材料開発の基礎に
。

#13 影響力ある化学者 解説記事
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●○○○

○
ACS Axialが高分子化学を含む分野の「影響力ある化
学者」を紹介、科学コミュニティの活性化に貢献。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#14 自己修復光硬化性材 学術論文/
技術開発

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
○

再生可能資源由来の光硬化性ポリマーコーティングが
自己修復性とバイメリット様特性を示し、持続可能な
エレクトロニクス用途を革新。

#17 循環型ポリマー市場 市場レポ
ート

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

循環型ポリマー市場が化学リサイクル投資とリサイク
ル含有規制強化で2035年までに高成長、PPWRが移行
を加速。

#18 PFASフリー添加剤
市場レポ
ート/製品

紹介

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

PFAS規制強化と需要増でPFASフリー＆バイオベース
プラスチック添加剤市場が急拡大、シロキサンやワッ
クスが代替を主導。

#19 熱分解リサイクル施設 企業戦略/
技術提携

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

IneosとRecuroがノルウェーに熱分解リサイクル施設
を建設、バージン品質PE製造でEU規制に対応し循環
経済を加速。

#20
PFASフリーコーティ
ング

製品紹介/
市場動向

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

ヘンケルが自動車ディスプレイ向けPFASフリー指紋
防止コーティングを発表、PFAS規制強化と持続可能
性で市場成長。

#22 英国PFAS廃止計画 規制動向/
市場危機

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

英国政府が2026年にPFAS段階的廃止計画を開始、食
品包装禁止と飲料水規制を導入し、グローバル規制を
加速。

#23 米リサイクル法案支持 政策動向
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

AFPMが米国のリサイクル枠組み強化を目指す「リサ
イクル材料帰属法」を支持、化学リサイクル投資を促
進。

#24 原子力向けPVDF樹脂 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○

アルケマが原子力産業向けに高耐放射線性PVDF樹脂
「Kynar®」を展示、過酷環境下での安全性と信頼性
向上に貢献。

#25
SABICとCEERのEV協
業

企業戦略/
提携

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

SABICとサウジアラビアEVブランドCEERが協業覚書
を締結、EV向け先進材料とソリューション適用を検討
。

#26
ポリオレフィン価格高
騰

市場危機/
市場レポ

ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

イラン紛争激化によりプラスチック市場の正常化期待
が薄れ、原油高騰でポリオレフィン価格がさらに上昇
する懸念。

#27
BASF特殊エモリエン
ト

企業戦略/
工場投資

●●○○
○

●●●●
●

●●○○
○

●●●○
○

●●○○
○

BASFがドイツにスキンケア向け特殊エモリエント新
工場を開設、再生可能原材料ベースの製品で需要に対
応。

#28 BASF決算上方修正 企業業績
●○○○

○
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●○○○

○
BASFグループが2026年第2四半期決算でEBITDAが2
4億ユーロに達し、通期見通しを上方修正。

#29 3D医療プリンティング
市場レポ
ート/技術

動向

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

3D医療プリンティングシステム市場が手術計画短縮と
個別化医療ニーズで成長加速、病院投資とメーカー生
産拡大が牽引。

#30 Evonik生産統合 企業戦略/
工場投資

●●○○
○

●●●●
●

●●○○
○

●●●○
○

●●○○
○

EvonikがMetAMINO®生産ネットワークの後方統合を
完了、主要中間体のオンサイト生産で供給安定性と効
率を強化。

#31 米リサイクル規制緩和 政策動向/
市場危機

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●○○
○

●●●○
○

米トランプ政権が化学プラスチック「リサイクル」産
業の汚染規則緩和を提案、環境保護団体から懸念。

#32 化学リサイクル閉鎖
市場危機/
市場レポ

ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

欧米で化学リサイクル工場が閉鎖・中止に直面、高コ
ストと安価なバージンプラスチックとの競争が課題。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ PFAS規制強化は、自社の製品ポートフォリオにどのような影響を与えるか？
英国政府は2026年にPFASの段階的廃止計画を開始し、食品包装での使用禁止や飲料水規制を導入しました。ヘンケルも
自動車ディスプレイ向けPFASフリーコーティングを発表するなど、グローバルな規制強化と市場のPFASフリー化が加速
しています。貴社の製品はこれらの規制に適合していますか？代替材料への移行計画は具体化されていますか？

❷ 化学リサイクルの商業的課題は、貴社の循環型経済戦略に再考を促すか？
欧米で化学リサイクル工場が相次いで閉鎖・中止に追い込まれており、高額な生産コストと安価なバージンプラスチック
との競争が課題となっています。一方で、IneosとRecuroはノルウェーで熱分解リサイクル施設を建設し、バージン品質
PE製造を目指しています。貴社の循環型経済戦略において、化学リサイクルへの投資や期待値は現実的ですか？

❸ 原材料価格の変動リスクに対し、サプライチェーンは十分なレジリエンスを持つか？
イラン紛争の激化により、ポリオレフィンなどの主要プラスチック材料の価格高騰が懸念されています。中東地域の不安
定化は、グローバルなサプライチェーンに長期的な影響を与える可能性があります。貴社の調達部門は、このような地政
学リスクによる原材料価格変動や供給途絶リスクに対し、どのような対策を講じていますか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

循環ポリマーPFAS代替

PFAS規制原料高騰

ケミカルRC

自己修復材医療ポリマ

AI材料開発

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 循環ポリマー 注意 新規市場参入、製品差別化 規制対応コスト増、競争激化

● PFAS代替 注意 環境配慮型製品開発、市場拡大 既存製品の代替、開発コスト

● PFAS規制 脅威大 新規代替材料需要、技術開発 既存製品の市場喪失、規制対応

● 原料高騰 脅威大 代替材料開発、コスト効率化 製品コスト増、供給不安定化

● ケミカルRC 脅威大 効率化技術開発、政策提言 投資回収困難、事業撤退

● 自己修復材 機会大 高機能材料開発、環境貢献 技術難易度、市場浸透時間

● 医療ポリマ 機会大 医療分野参入、新製品開発 規制対応、開発コスト
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● AI材料開発 機会大 開発効率化、新材料創出 AI人材不足、データ基盤
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深掘り ① ― 循環型ポリマー市場の急成長と課題
#17 | 2026/07/24 | DataM Intelligence | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

DataM Intelligenceのレポートによると、循環型ポリマー市場は、リサイクル含有量規制の強化と化学リサイクル技術
への投資増加により、2035年までに高成長が見込まれています。特に、EUの包装および包装廃棄物規則（PPWR）の
ような規制が市場の移行を加速させています。化学リサイクルは、機械リサイクルでは困難な混合・汚染プラスチック
をバージングレードのポリマーに変換できる点で重要視されており、BASFやSABICなどの大手企業が積極的に投資し
ています。

この市場の成長は、世界的な環境意識の高まりと資源効率の追求によって推進されています。化学リサイクルは、従来
のプラスチック製造プロセスに組み込むことで、高品質なリサイクル材料の供給を可能にし、ブランドオーナーの持続
可能性目標達成に貢献します。しかし、後述の通り、商業的実現可能性にはまだ課題も残されています。

▶ 技術者の視点

循環型ポリマー市場の成長は疑いようがなく、特にPPWRのような規制は日本企業にとっても無視でき
ない動きです。化学リサイクルはバージン品質の材料を供給できる点で魅力的ですが、#32の記事が示
すように、その商業的実現可能性にはまだ課題が多く、高コストと安価なバージンプラスチックとの競
争に直面しています。日本企業にとっては、この技術への投資判断が非常に重要です。単に技術を導入
するだけでなく、サプライチェーン全体でのコスト効率と持続可能性のバランスを見極める必要があり
ます。特に、日本の材料メーカーは、化学リサイクル技術の効率化や、バイオベースポリマーとの組み
合わせによる差別化を検討すべきでしょう。調達部門は、リサイクル材料の安定供給源確保と、価格変
動リスクのヘッジ戦略を早急に策定する必要があります。

深掘り ② ― 自己修復性バイオベースコーティングの可能性
#14 | 2026/07/16 | ACS Materials Au | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

再生可能資源由来の光硬化性ポリマーコーティングが、自己修復性とバイメリット様特性を示すことが実証されました
。この技術は、動的共有結合を介して熱硬化性材料の分子サイトが再構築可能であり、特にエレクトロニクス分野での
持続可能な表面保護に大きな可能性を秘めています。植物油や糖などのバイオマス由来前駆体を利用し、光重合戦略で
開発されました。

この自己修復機能は、損傷が発生した際に加熱や光照射によって結合が交換・再形成されることで発現します。従来の
熱硬化性樹脂では不可能だった修復やリサイクルが環境に配慮した形で可能になる画期的な進歩です。エレクトロニク
スデバイスの長寿命化、廃棄物削減、資源効率向上に貢献し、環境規制強化のニーズに応えるものです。

▶ 技術者の視点

再生可能資源由来で自己修復性を持つ光硬化性ポリマーコーティングは、エレクトロニクス分野におけ
る持続可能性と信頼性向上の両面で非常に魅力的です。提示された「動的共有結合による再構築」とい
うメカニズムは学術的に妥当であり、実用化に向けた大きな一歩と言えます。しかし、実用化には、修
復効率（修復時間、修復可能な損傷の種類とサイズ）、耐久性（繰り返し修復性、長期安定性）、そし
てコストパフォーマンスが課題となります。特に、エレクトロニクス用途では、電気的特性（絶縁性、
誘電率）や熱伝導性も重要であり、これらの特性を自己修復性と両立させるための最適化が必要です。
日本の材料メーカーは、この技術を早期に評価し、自社の強みである精密加工技術やデバイス統合技術
と組み合わせることで、新たな市場機会を創出できるでしょう。R&D;部門は、具体的なアプリケーショ
ンを想定した性能評価と、量産化に向けたプロセス開発を加速すべきです。
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深掘り ③ ― 医療分野における高分子材料の革新
#10 | 2026/10/01 | Taylor & Francis Online | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

『Journal of Biomaterials Science, Polymer Edition』最新号では、バイオ医療分野における高分子材料の革新的な
応用が複数報告されています。特に注目されるのは、クリンドマイシン皮膚送達用のヒドロゲル形成マイクロニードル
と、がん研究用の還元型酸化グラフェン組み込み3Dヒドロゲル足場の開発です。

ヒドロゲルマイクロニードルは、皮膚バリアを低侵襲で貫通し、薬剤を持続的に放出するシステムで、従来の投与経路
に代わる効果的な選択肢となります。また、rGO強化3Dヒドロゲル足場は、がん細胞の微小環境を忠実に模倣し、新規
抗がん剤スクリーニングや個別化医療研究に貢献する可能性を秘めています。これらの技術は、薬物送達、組織工学、
疾患モデル化における高分子の可能性を広げるものです。

▶ 技術者の視点

医療分野における高分子材料の応用は、常に高い成長性を示しています。ヒドロゲル形成マイクロニー
ドルは、痛みの少ない薬物送達システムとして、ワクチンや糖尿病治療など幅広い応用が期待されます
。ただし、薬剤の安定性、製造コスト、そして生体適合性に関する長期的な安全性データが実用化には
不可欠です。また、rGO強化3Dヒドロゲル足場は、がん研究の精度を飛躍的に向上させる可能性を秘め
ていますが、細胞培養環境の標準化や、in-vitroデータとin-vivo相関の確立が課題です。日本の製薬企
業や医療機器メーカーは、これらの技術を早期に評価し、自社の研究開発戦略に組み込むべきです。特
に、日本の強みである精密医療や再生医療分野との連携により、新たな治療法や診断法の開発を加速で
きるでしょう。R&D;部門は、これらの基礎研究成果を臨床応用へと繋げるための橋渡し研究に注力すべ
きです。

その他の注目記事
PFASフリー＆バイオベースプラスチック添加剤市場が急拡大 (Plastics Technology)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

PFAS規制強化により、シロキサンやワックスを代替とするPFASフリー添加剤市場が急拡大。日本の材料メーカーは代
替品開発を加速すべき。

イラン紛争激化でポリオレフィン価格高騰か (Packaging Dive)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

イラン紛争激化が原油価格高騰を招き、ポリオレフィン価格に上昇圧力をかける。日本の調達部門はサプライチェーン
リスクを再評価し、代替調達や在庫戦略を検討する必要がある。

欧米の化学リサイクル工場が閉鎖・プロジェクト中止に直面 (Chemistry World)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

化学リサイクルは高コストとバージンプラスチックとの競争に直面し、欧米で閉鎖が相次ぐ。日本の化学メーカーは、
技術の商業的実現可能性と政策支援の動向を注視すべき。

高Tgポリマーのガラス転移点予測AIモデルが製造条件を統合し化学構造単独モデルを凌駕 (arXiv)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

AIモデルが化学構造に加え製造条件を考慮することで高Tgポリマーのガラス転移点予測精度を向上。日本のR&D;部門
はAI活用による材料開発効率化を検討すべき。

3D医療プリンティングシステム市場、手術計画短縮と個別化医療ニーズで成長加速 (openPR.com)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

3D医療プリンティング市場が個別化医療と手術計画効率化で成長。日本の医療機器メーカーは、生体適合性ポリマー材
料の供給とデバイス開発を強化する機会。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【調達】イラン紛争激化によるポリオレフィン価格高騰リスクを評価し、代替供給源や在庫戦略を検討。

• 【経営企画】PFAS規制強化の動向を再確認し、自社製品ポートフォリオへの影響を緊急で評価。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】PFASフリー代替材料（シロキサン、ワックス等）の最新動向を調査し、自社製品への適用可能性を検
討。

• 【R&D;】AIを活用した高分子材料設計・特性予測モデルの導入可能性について、外部パートナーとの連携を含
め情報収集を開始。

• 【営業・マーケティング】循環型ポリマー市場の成長機会を捉えるため、顧客ニーズと競合動向を分析し、新製
品・ソリューションの企画を立案。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】自己修復性やバイオベース材料など、持続可能で高機能なポリマーコーティング技術の研究開発ロー
ドマップを策定。

• 【経営企画】化学リサイクルの商業的課題を踏まえ、自社の循環型経済戦略における技術選択と投資計画を再評
価。

• 【医療機器開発】3D医療プリンティングシステム市場の成長に対応し、患者個別化医療デバイスへの高分子材
料応用を検討。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-07-25
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収録記事一覧

#01 高分子の「コイル-球状-コイル」再入性転移を混雑環境下で密度のみが駆動することを分子動力
学シミュレーションで解明

#02 高Tgポリマーのガラス転移点予測AIモデルが製造条件を統合し化学構造単独モデルを凌駕

#03 マクロ・ナノスケール複合現象を予測する新しいメカノケミカル理論フレームワークが開発さ
れ、高ひずみ下での分子反応を解明

#04 新規長尺ポリエチレン繊維配合レジンコンポジットが収縮歪みを抑えつつ、従来の塊状充填材と
同等性能を達成

#05 微視的構成理論が高分子ガラスの応力オーバーシュート、降伏、ひずみ硬化現象を統一的に予測

#06 キンバリークラーク、液体吸収機能強化の新吸水性基材に関する国際特許を出願

#07 Albany Engineered CompositesとA&P Technologyが航空宇宙・防衛分野向けに先端複合材製
造技術で提携

#08 Polymaker、3Dプリンターハードウェアの進化に対応し樹脂材料の印刷パラメーターを更新

#09 「ポリマー2026：トレンド、イノベーション、そして未来」国際会議が南京で発表 - 持続可能
な高分子、AI応用など主要テーマに

#10 バイオマテリアル科学ポリマー版最新号、ヒドロゲル形成マイクロニードルと3Dがん研究モデル
など革新的研究を掲載

#11 毛細管薄膜化と高分子配座の微視的進化が結合する液橋レオロジーの基礎研究を推進

#12 ゲル化は流体からソフト固体ネットワークへの階層的転移：局所相互作用とグローバル連結の結
合を解明

#13 ACS Axial、高分子化学を含む化学分野の「影響力ある化学者」に焦点を当てた記事を公開

#14 再生可能資源由来の光硬化性ポリマーコーティングが自己修復性とバイメリット様特性でエレク
トロニクス用途を革新

#17 化学リサイクル投資とリサイクル含有規制強化で循環型ポリマー市場が2035年までに高成長、
PPWRが移行加速

#18 規制強化と需要増でPFASフリー＆バイオベースプラスチック添加剤市場が急拡大、シロキサンや

ワックスが代替として主導

#19 IneosとRecuro、ノルウェーに年間3.3万トン処理の熱分解プラスチックリサイクル施設を建設
へ、バージン品質PE製造でEU規制対応

#20 ヘンケル、自動車ディスプレイ向けPFASフリー指紋防止コーティングを発表、市場は規制強化と
持続可能性で成長



#22 英国政府、2026年にPFAS『永遠の化学物質』の段階的廃止計画を開始、食品包装禁止と飲料水
規制を導入

#23 AFPM、米国のリサイクル枠組み強化を目指す『リサイクル材料帰属法』を支持

#24 アルケマ、原子力産業向け高耐放射線性PVDF樹脂「Kynar®」をAGS Conference 2026で展示

#25 SABICとCEER、サウジアラビアのEV産業発展に向けた戦略的協業を検討する覚書を締結

#26 イラン紛争激化でプラスチック市場の正常化期待薄れる、ポリオレフィン価格高騰か

#27 BASF、ドイツ・デュッセルドルフにスキンケア向け特殊エモリエント新工場を開設、数千万ユ
ーロを投資

#28 BASFグループ、2026年第2四半期決算でEBITDAが24億ユーロに達し通期見通しを上方修正

#29 3D医療プリンティングシステム市場、手術計画短縮と個別化医療ニーズで成長加速

#30 EvonikがグローバルMetAMINO®生産ネットワークの後方統合を完了、供給安定性と効率を強化

#31 米トランプ政権、化学プラスチック『リサイクル』産業の汚染規則緩和を提案

#32 欧米の化学リサイクル工場が閉鎖・プロジェクト中止に直面、商業的実現可能性に課題



#01 高分子の「コイル-球状-コイル」再入性転移を混雑環
境下で密度のみが駆動することを分子動力学シミュレーシ
ョンで解明

概要

研究者たちは、高分子がコイル状態から球状、そして再びコイル状態へと変化する

「再入性コイル-球状-コイル転移」が、混雑粒子の体積分率のみによって完全に駆動
されうることを分子動力学シミュレーションによって実証しました。この発見は、中
性および荷電高分子の混雑環境における再入性現象を支配する最小限のメカニズムを

明らかにするものです。ブリッジング混雑粒子とその飽和が、高分子の凝縮とそれに
続く再膨張をどのように引き起こすかを詳細に示しています。この理解は、細胞内な
どの高分子混雑環境における挙動予測や、新しいスマート材料の設計に貢献すると期

待されます。

公開日 2026年07月17日  arXiv (Soft Condensed Matter)  アメリカ



詳細

主要成果

高分子が混雑環境下で「コイル-球状-コイル」という再入性転移を繰り返し行う現象
が、混雑粒子の体積分率（密度）の変化のみによって駆動されうることが、分子動力学
シミュレーションによって初めて体系的に示されました。これは、高分子の立体構造が
外部環境の単純な物理的変化にどのように敏感に反応するかを理解する上で画期的な発
見です。

技術・臨床詳細

本研究では、詳細な分子動力学シミュレーションを用いて、高分子溶液中に存在する
「ブリッジング混雑粒子」がその体積分率（密度）を増減させることで、高分子の構造
がどのように変化するかをモデル化しました。シミュレーションの結果、混雑粒子の密
度が増加すると、粒子が高分子鎖間に橋渡し（ブリッジング）を形成し、高分子を球状
に凝縮させることが判明しました。しかし、さらに密度が増加し、混雑粒子が飽和状態
に達すると、ブリッジング効果が減少し、高分子は再びコイル状に再膨張するという、
特異な再入性挙動を示しました。このメカニズムは、従来考えられていたよりも単純な
物理的要因で複雑な高分子挙動が誘発される可能性を示唆しています。

背景・業界文脈

高分子の立体構造変化は、生体分子の機能発現（例: タンパク質のフォールディング）
や、スマートポリマーの応答性（例: 温度やpHに応じた形状変化）に不可欠な要素で
す。特に、細胞内のような高分子が密集した混雑環境では、高分子間の相互作用が非常
に複雑になります。これまでの研究では、温度、pH、イオン強度など複数の要因が絡
み合って再入性転移が引き起こされると考えられてきましたが、本研究は密度という単
一の物理的パラメータがこの複雑な挙動を完全に制御しうることを示しました。これ
は、生命科学における細胞内の物理化学的プロセスや、合成高分子材料の応答性制御に
関する理解を深める上で非常に重要です。



今後の展望

この最小限のメカニズムの解明は、将来的に、混雑度に応じて自律的に構造を変化させ
る新しいタイプの応答性高分子材料や、精密なドラッグデリバリーシステム（DDS）の
開発に貢献する可能性があります。また、生体高分子の異常凝集や疾患との関連性な
ど、より複雑な生体システムにおける高分子の挙動を理解するための基礎的な枠組みを
提供するものとして、幅広い分野への応用が期待されます。研究者やエンジニアは、こ
の知見を元に、より予測可能で精密な材料設計が可能になるでしょう。

元記事: https://arxiv.org/abs/2607.14838

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/abs/2607.14838


#02 高Tgポリマーのガラス転移点予測AIモデルが製造条件
を統合し化学構造単独モデルを凌駕

概要

高ガラス転移温度（Tg）を持つポリマーのTgを予測するための機械学習モデルが、化
学構造に加え製造パラメーターを統合することで大幅に拡張されました。この拡張モ
デルは、Tgが主に化学的特性と構造によって決定されるものの、強力な分子間相互作

用と具体的な製造条件がその予測に重要な役割を果たすことを示唆しています。この
研究は、ポリマー特性の理解と予測における情報科学的アプローチを深化させるもの
です。

公開日 2026年07月21日  arXiv (Materials Science)  アメリカ



詳細

主要成果

高ガラス転移温度（Tg）を持つポリマーの予測モデルにおいて、化学構造情報に加え製
造パラメーターを組み込むことで、Tg予測精度が向上することが示されました。この新
しい情報科学的アプローチは、ポリマーのTgが、分子レベルの構造だけでなく、製造過
程で生じるマクロな条件によっても影響を受けるという、より包括的な理解を可能にし
ます。

技術・臨床詳細

本研究では、既存の機械学習モデルを拡張し、ポリマーの化学構造記述子に加えて、加
工温度、圧力、冷却速度などの製造パラメーターを特徴量として導入しました。これに
より、モデルはTgの主要因が化学的特性と分子構造にあることを再確認しつつも、これ
らの加工条件が特に強い分子間相互作用を持つポリマーにおいて、Tgに有意な影響を与
えることを定量的に示しました。例えば、特定の加工条件下では、ポリマー鎖の配向や
自由体積の変化が促進され、その結果としてガラス転移温度がシフトする可能性が指摘
されています。このデータ駆動型アプローチは、実験室での試行錯誤を減らし、より効
率的な材料開発に貢献するものです。

背景・業界文脈

ガラス転移温度（Tg）は、ポリマー材料の熱的安定性、機械的特性、加工性などを決定
する最も重要な物理量の一つです。高Tgポリマーは、航空宇宙、自動車、エレクトロニ
クスなどの分野で、高温環境下での使用が求められる高性能材料として広く利用されて
います。従来、Tgの予測は主に化学構造や分子量に基づいて行われてきましたが、実際
の材料特性は製造条件に大きく依存するため、経験的な調整が必要でした。本研究で提
案されたモデルは、化学と加工の両方の影響を考慮することで、より現実的かつ精度の
高いTg予測を可能にし、新材料開発のリードタイム短縮に寄与します。



今後の展望

この情報科学的手法は、高分子材料の設計と最適化に革命をもたらす可能性を秘めてい
ます。研究者やエンジニアは、単に化学構造を調整するだけでなく、製造プロセスをTg

予測モデルに組み込むことで、望ましい特性を持つポリマーをより迅速かつ効率的に開
発できるようになります。将来的には、このモデルをさらに改良し、より広範なポリマ
ータイプや加工条件に適用することで、カスタマイズされた高性能ポリマー材料の市場
投入を加速させることが期待されます。これにより、特に厳しい性能要件を持つ産業分
野でのイノベーションが促進されるでしょう。

元記事: https://arxiv.org/abs/2607.17925

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/abs/2607.17925


#03 マクロ・ナノスケール複合現象を予測する新しいメカ
ノケミカル理論フレームワークが開発され、高ひずみ下で
の分子反応を解明

概要

研究者たちは、マクロスケールのひずみ下で凝縮物質中の反応速度を予測するための

新しい非摂動論的理論フレームワークを開発しました。このフレームワークは、複雑
な非線形変形を受ける高ひずみ分子の活性化障壁の変化を捉え、マクロスケールとナ
ノスケールの結合現象を橋渡しします。メカノクロミックポリマーであるスピロピラ

ンへの応用を通じて、非線形ひずみ場がメカノフォアの活性化をどのように支配する
かを実証しました。

公開日 2026年07月23日  arXiv (Soft Condensed Matter)  アメリカ



詳細

主要成果

凝縮物質中でマクロスケールのひずみ（外力による変形）が分子レベルの化学反応（メ
カノケミストリー）に与える影響を予測する、革新的な非摂動論的理論フレームワーク
が開発されました。この新理論は、従来の線形モデルでは捉えきれなかった複雑な非線
形変形下での分子の活性化障壁の変化を正確に記述し、マクロとナノスケールの現象を
初めて統合的に理解することを可能にします。

技術・臨床詳細

この新しい理論フレームワークは、マクロスケールで加えられるひずみが、個々の分子
内の結合角度や結合長にどのように影響を与え、その結果として化学反応の活性化エネ
ルギーがどのように変化するかを、詳細かつ定量的に予測します。特に、高ひずみ状態
にある分子が複雑な非線形変形を受ける際に発生する活性化障壁のダイナミクスを捕捉
できる点が特徴です。研究では、このアプローチがメカノクロミックポリマーであるス
ピロピランに適用されました。スピロピランは、物理的な力によって色が変化する特性
を持ち、その色変化は特定のひずみ下で分子構造が異性化するメカニズムに基づいてい
ます。本理論は、非線形ひずみ場がスピロピランのメカノフォア（力に応答する化学構
造）をどのように活性化させるかを明確に示し、実験結果と高い精度で一致する予測を
導き出しました。

背景・業界文脈

メカノケミストリーは、機械的な力が化学反応を誘発または加速させる現象であり、材
料科学、高分子化学、さらには生体システムにおける多くのプロセスにおいて重要な役
割を果たしています。例えば、自己修復材料、高強度複合材料、力応答性センサーなど
の開発において、分子レベルでの力学的応答を理解し制御することは不可欠です。しか
し、マクロスケールの変形とナノスケールの分子反応との間の複雑なカップリングは、
これまでの理論では十分に捉えられていませんでした。本研究のフレームワークは、こ
のギャップを埋め、より効率的なメカノケミカルシステムの設計に向けた道を拓くもの
です。



今後の展望

この画期的な理論は、メカノケミカル分野に大きな影響を与え、新しいタイプの機能性
材料の開発を加速させるでしょう。研究者やエンジニアは、このフレームワークを用い
ることで、外部からの力に応じて特定の化学反応を精密に制御できるスマートポリマー
や、ひずみ誘起型の触媒、あるいは外部刺激に応答して自己修復する材料などをより効
果的に設計できるようになります。将来的には、疲労破壊のメカニズム解明や、高分子
の耐久性向上、ひいては生体分子が機械的ストレス下で機能する仕組みの理解など、広
範な応用が期待されます。この理論は、材料科学と化学の新たなフロンティアを開拓す
る強力なツールとなるでしょう。

元記事: https://arxiv.org/abs/2607.20217

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/abs/2607.20217


#04 新規長尺ポリエチレン繊維配合レジンコンポジットが
収縮歪みを抑えつつ、従来の塊状充填材と同等性能を達成

概要

最新のin-vitro研究により、従来のレジンコンポジットに長尺ポリエチレン繊維を組み
込むことで、重合収縮歪みを大幅に抑制できることが示されました。この新しい複合
材料は、ショートファイバー強化型バルクフィルコンポジットに匹敵する収縮レベル

を達成しています。さらに、長尺・短尺いずれの繊維もモノマー転化率を臨床的に許
容可能な範囲に維持し、材料の性能を損なわないことが確認されました。

公開日 2026年07月16日  PubMed  国際



詳細

主要成果

新規のin-vitro研究において、従来のレジンコンポジットに長尺ポリエチレン繊維を配合
することで、重合収縮歪みを効果的に低減できることが実証されました。この複合材料
は、ショートファイバー強化型のバルクフィルコンポジットと同等の低収縮特性を示
し、歯科修復材料としての新たな可能性を提示します。

技術・臨床詳細

本in-vitro研究では、従来のレジンコンポジットに特定の比率で長尺ポリエチレン繊維を
組み込んだ際の、重合収縮歪みとモノマー転化率への影響が詳細に分析されました。結
果として、長尺ポリエチレン繊維を配合したレジンコンポジットは、重合時に発生する
体積収縮を著しく抑制し、その収縮歪みは、市販されているショートファイバー強化型
バルクフィルコンポジットの性能に匹敵することが確認されました。さらに、この研究
では、長尺および短尺のいずれの繊維を組み込んでも、レジン材料のモノマー転化率が
臨床的に許容される範囲内に維持されることが示されています。モノマー転化率の維持
は、材料の機械的強度、耐久性、生体適合性にとって極めて重要であり、繊維の添加が
これらの基本的な材料特性を損なわないことを意味します。

背景・業界文脈

歯科用レジンコンポジットにおける重合収縮は、充填と歯質との間に隙間を生じさせ、
二次う蝕や修復物の脱落の原因となるため、長年の課題でした。特に、深い窩洞や広範
囲の修復においては、この収縮をいかに低減するかが材料開発の焦点となっていまし
た。これまで、ショートファイバーやバルクフィル材料などがこの問題に対処するため
に開発されてきましたが、長尺繊維の活用は新たなアプローチとして注目されます。本
研究の成果は、歯科医療における高分子材料の応用において、より長持ちし、患者にと
ってより快適な修復物を提供するための重要なステップとなります。



今後の展望

この研究結果は、低収縮性の高性能歯科用レジンコンポジットの開発に向けた強力な基
盤を提供します。長尺ポリエチレン繊維の採用は、歯科医師がより大きな修復物を一層
の信頼性を持って行うことを可能にし、再治療のリスクを低減する可能性があります。
将来的には、この技術をさらに最適化し、生体適合性、機械的強度、審美性といった他
の重要な特性とのバランスを取りながら、革新的な歯科材料の市場投入が期待されま
す。研究者や材料エンジニアは、このアプローチを他の医療用ポリマー複合材料に応用
することで、様々な分野での材料性能向上に貢献できるでしょう。

元記事: https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/38994503/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/38994503/


#05 微視的構成理論が高分子ガラスの応力オーバーシュー
ト、降伏、ひずみ硬化現象を統一的に予測

概要

新しい微視的構成理論が、金属ガラスおよび高分子ガラスの非線形変形挙動を統一的
に予測することに成功しました。この理論は、非アフィン弾性と不可逆的な多体緩和
プロセスを組み込むことで、応力オーバーシュート、降伏、定常塑性流動を含む完全

な応力-ひずみ応答を正確に記述します。特に高分子ガラスについては、有限の鎖伸展
性に起因する大変形時のひずみ硬化現象も説明し、アモルファス固体全般の理解を深
める画期的な枠組みを提供します。

公開日 2026年07月16日  arXiv (Soft Condensed Matter)  アメリカ



詳細

主要成果

金属ガラスおよび高分子ガラスの非線形変形挙動を包括的に記述する新しい微視的構成
理論が提案され、応力オーバーシュート、降伏、定常塑性流動、および高分子ガラスに
おけるひずみ硬化といった複雑な現象を統一的に予測することに成功しました。この理
論は、アモルファス固体における変形の基本メカニズムを深く理解するための画期的な
枠組みを提供します。

技術・臨床詳細

この新しい微視的構成理論は、アモルファス材料の非線形変形を説明するために、非ア
フィン弾性（原子や分子が平均的なひずみに従わない変形）と不可逆的な多体緩和（材
料内部の構造が再配列する過程）という二つの重要な物理的メカニズムを組み込んでい
ます。従来のモデルではこれらの複雑な現象を個別に扱うことが多かったのに対し、本
理論はこれらを統合することで、材料が受ける完全な応力-ひずみ応答曲線、すなわち
初期の弾性応答から、応力が一時的にピークに達する応力オーバーシュート、その後の
降伏、そして最終的な定常塑性流動に至るまでを正確に予測します。特に高分子ガラス
においては、大変形時にポリマー鎖が伸び切ることで生じる有限の鎖伸展性に基づいた
ひずみ硬化現象も説明できる点が、この理論の優れた特徴です。

背景・業界文脈

金属ガラスや高分子ガラスといったアモルファス材料は、そのユニークな機械的特性
（高強度、高靭性など）から、航空宇宙、自動車、医療機器など幅広い産業で注目され
ています。しかし、これらの材料が外部からの力に対してどのように応答するか、特に
非線形領域での変形挙動を正確に予測することは、材料設計と信頼性評価における長年
の課題でした。応力オーバーシュートやひずみ硬化は、材料の加工性や長期的な性能に
深く関わる現象であり、その微視的起源の理解は、高性能アモルファス材料の開発に不
可欠です。本理論は、この課題に対する包括的な解決策を提示するものです。



今後の展望

この統一的な微視的構成理論は、アモルファス材料の設計と応用において大きな進歩を
もたらすでしょう。研究者やエンジニアは、この理論を用いることで、特定の用途に合
わせた機械的特性を持つ新しい金属ガラスや高分子ガラスをより効率的に開発できるよ
うになります。例えば、衝撃吸収性、疲労耐性、または特定の温度範囲での剛性を最適
化した材料の設計が可能です。将来的には、この枠組みをさらに拡張し、複合材料やナ
ノ構造材料の変形メカニズムの理解に応用することで、材料科学分野全体のイノベーシ
ョンを加速させることが期待されます。この理論は、アモルファス固体の挙動を予測し
制御するための強力な基盤となるでしょう。

元記事: https://arxiv.org/abs/2607.13734

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/abs/2607.13734


#06 キンバリークラーク、液体吸収機能強化の新吸水性基
材に関する国際特許を出願

概要

キンバリークラーク社が、液体吸収機能を強化した新しい吸水性基材に関する特許を
世界知的所有権機関（WIPO）に出願しました。この発明は、Lam Uyen氏とRaj Palani

氏を含むチームによって開発され、高分子をベースとした吸収性材料の技術革新を示

すものです。日用品分野における製品性能向上に貢献が期待されます。

公開日 2026年07月18日  GLOBAL IP NEWS  アメリカ



詳細

主要成果

日用品大手キンバリークラーク社は、吸水性製品の性能を飛躍的に向上させる、液体取
り込み機能が強化された新規吸水性基材の特許を世界知的所有権機関（WIPO）を通じ
て出願しました。この技術は、高分子材料科学における最新の進歩を応用したものであ
り、吸水材の効率と容量を新たなレベルに引き上げる可能性があります。

技術・臨床詳細

この特許出願の核心は、既存の吸水性基材と比較して、より迅速かつ効率的に液体を吸
収し保持する能力を持つポリマーベースの材料設計にあります。具体的には、Lam

Uyen氏とRaj Palani氏を含む開発チームは、材料の表面張力、孔径分布、および内部構
造を最適化することで、液体が基材内部に引き込まれる毛細管現象を最大化する技術を
考案しました。これにより、液体を瞬時に取り込み、さらに逆流を防ぎながら大量に保
持することが可能となります。この技術は、高分子の組成だけでなく、その物理的構造
を精密に制御することに重点を置いており、吸水効率と保持力の両面で顕著な改善を実
現しています。

背景・業界文脈

吸水性製品、特にベビーおむつ、生理用品、大人用失禁用品などの分野では、消費者ニ
ーズに応えるため、常に吸収性能の向上が求められています。液体の迅速な吸収、漏れ
の防止、そして快適性の提供は、製品の市場競争力を左右する重要な要素です。キンバ
リークラーク社のような業界大手は、この分野での技術革新を通じて、製品の差別化を
図り、市場シェアを拡大しようとしています。本特許出願は、同社が今後も吸水性材料
技術のフロンティアを推進し、より高性能な製品を消費者に提供していく戦略の一環と
見られます。



今後の展望

この特許技術は、今後数年内にキンバリークラーク社の次世代吸水性製品に組み込まれ
る可能性が高く、市場に大きな影響を与えるでしょう。より優れた液体吸収機能を持つ
製品は、消費者の快適性を向上させるだけでなく、使用する材料の効率化にも繋がり、
持続可能性の観点からもメリットをもたらす可能性があります。また、この高分子ベー
スの吸水性材料の進歩は、医療分野の創傷被覆材や産業分野の液体管理ソリューション
など、他の吸収性材料を必要とするアプリケーションにも応用される可能性を秘めてい
ます。この発明は、高分子材料の設計におけるイノベーションが、日々の生活を向上さ
せる具体的な製品にいかに貢献するかを示す好例と言えます。

元記事: https://globalipnews.com/polymer-patents/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://globalipnews.com/polymer-patents/


#07 Albany Engineered CompositesとA&P Technology
が航空宇宙・防衛分野向けに先端複合材製造技術で提携

07_Albany Engineered CompositesとA&P Technologyが航空宇宙・防

概要

Albany Engineered CompositesとA&P Technologyが、航空宇宙および防衛産業向けの
軽量・高性能複合材料ソリューションを加速するため、先端ブレーディング技術と樹
脂トランスファー成形（RTM）技術の統合で提携しました。この協業は、製造プロセ

スの強化とスケーラブルな複合材生産の実現を目指しています。両社の専門知識を結
集することで、市場投入までの時間を短縮し、次世代材料の開発を推進します。

公開日 2026年07月18日  Interesting Engineering  アメリカ



詳細

主要成果

Albany Engineered CompositesとA&P Technologyは、航空宇宙および防衛産業向けに、
先端ブレーディング技術と樹脂トランスファー成形（RTM）技術を統合する戦略的提携
を発表しました。この協力は、軽量かつ高性能な複合材料の製造プロセスを革新し、ス
ケーラビリティを高めることを目的としています。

技術・臨床詳細

本提携は、Albany Engineered Compositesの長年にわたる複合材設計と製造の専門知
識、特に自動繊維配置（AFP）と先進的な積層技術における強みと、A&P Technologyが
持つ精密ブレーディング（組紐）技術の卓越性を融合させます。ブレーディングは、繊
維を複雑な三次元形状に効率的に配置できる技術であり、航空宇宙部品の構造効率を高
める上で極めて重要です。これをRTMプロセスと組み合わせることで、複雑な形状の部
品でも高品質かつ均一な樹脂含浸が可能となり、高強度、高剛性、軽量性を兼ね備えた
複合材料部品を高い生産性で製造できます。この統合アプローチは、従来の金属部品と
比較して大幅な軽量化を実現し、燃費効率の向上やペイロード増加に貢献します。

背景・業界文脈

航空宇宙および防衛産業では、性能向上とコスト削減の両立が常に求められています。
特に、燃料効率の向上と厳しい性能要件を満たすためには、軽量で耐久性の高い先進複
合材料が不可欠です。ブレーディングとRTMの組み合わせは、複雑な形状の部品を効率
的に製造できるため、これらの産業で大きな可能性を秘めています。この提携は、両社
がそれぞれの強みを活かし、市場の要求に応えるための戦略的な動きであり、複合材料
製造技術の進化を加速させるものとして業界から注目されています。



今後の展望

この戦略的提携により、航空宇宙および防衛分野における次世代複合材料の設計と製造
が大きく加速されると期待されます。スケーラブルな製造プロセスの開発は、高性能複
合材料の生産コストを削減し、より広範なアプリケーションへの採用を促進するでしょ
う。将来的には、この技術が商用航空機、宇宙船、無人航空機（UAV）、さらには防衛
システムにおける部品の軽量化と性能向上に貢献し、これらの分野における競争力を高
める可能性があります。研究者やエンジニアは、この統合アプローチを基盤として、さ
らに革新的な複合材料構造の開発に取り組むことが可能となり、持続可能な航空宇宙産
業の発展に貢献するでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#08 Polymaker、3Dプリンターハードウェアの進化に対
応し樹脂材料の印刷パラメーターを更新

概要

Polymakerは、過去3～5年間の3Dプリンターハードウェアの著しい進歩に対応し、い
くつかの自社材料の推奨印刷パラメーターを更新しました。この更新は、ダイレクト
ドライブ押出機やハイフローホットエンドなど、現代のプリンターの向上した能力を

反映しており、より高速な印刷を可能にします。これにより、Polymakerの積層造形用
樹脂を使用するユーザーは、さらに優れた性能と品質を実現できるようになります。

公開日 2026年07月20日  Polymaker Wiki  中国



詳細

主要成果

Polymakerは、近年の3Dプリンターハードウェアの飛躍的な進化に対応し、同社製積層
造形用樹脂の推奨印刷パラメーターを大幅に更新しました。この更新により、ユーザー
は最新のプリンターの性能を最大限に引き出し、より高速かつ高品質な造形が可能にな
ります。

技術・臨床詳細

過去3〜5年間で、3Dプリンター、特にFDM（熱溶解積層法）方式のハードウェアは目
覚ましい発展を遂げました。これには、フィラメントを直接ノズルに供給するダイレク
トドライブ押出機の普及や、より多くの材料を短時間で溶融できるハイフローホットエ
ンドの開発が含まれます。これらの技術的進歩は、従来のボウデン式押出機や低流量ホ
ットエンドに比べて、印刷速度を大幅に向上させつつ、より高い精度と信頼性を実現し
ます。Polymakerは、これらの新しいハードウェア能力を考慮し、自社のPLA、PETG、
ABS、ナイロンなどの主要フィラメントに対する推奨印刷速度、押出温度、冷却設定、
リトラクション距離といったパラメーターを詳細に調整しました。これにより、例え
ば、同じ品質を維持しながら印刷時間を最大30%短縮できるなど、ユーザー体験の劇的
な改善が期待されます。

背景・業界文脈

3Dプリンティング技術は、プロトタイピングから最終製品製造まで、その応用範囲を急
速に拡大しています。しかし、材料とハードウェアの性能を最大限に引き出すために
は、適切な印刷パラメーター設定が不可欠です。ハードウェアの進化は、材料メーカー
に対して、その材料が新しい技術でどのように振る舞うかを評価し、推奨設定を更新す
るよう促します。Polymakerのような材料メーカーが積極的にパラメーターを更新する
ことは、エンドユーザーが最新の機器と材料の組み合わせで最高のパフォーマンスを発
揮できるよう支援する上で極めて重要です。これにより、産業全体の効率性と革新性が
向上します。



今後の展望

Polymakerによる印刷パラメーターの定期的な更新は、3Dプリンティングコミュニティ
全体にとって重要な貢献であり、この分野の継続的な発展を象徴しています。ユーザー
は、最新のハードウェアとPolymakerの最適化された材料設定を組み合わせることで、
より複雑な部品、より堅牢なプロトタイプ、そして最終製品としての高い品質を、より
短い時間で実現できるようになります。将来的には、AIを活用した自動パラメーター最
適化や、さらに広範な材料に対応する統一された設定基準の確立など、3Dプリンティン
グの使いやすさと性能がさらに向上することが期待されます。この取り組みは、積層造
形技術の産業応用をさらに加速させるための重要なステップとなるでしょう。

元記事: https://wiki.polymaker.com/en/wiki/Updated_Material_Printing_Parameters

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://wiki.polymaker.com/en/wiki/Updated_Material_Printing_Parameters


#09 「ポリマー2026：トレンド、イノベーション、そし
て未来」国際会議が南京で発表 - 持続可能な高分子、AI応
用など主要テーマに

概要

Sciforumは、2026年6月25日から28日まで中国南京で開催される国際会議「ポリマー

2026：トレンド、イノベーション、そして未来」を発表しました。この会議は、高分
子科学、技術、工学分野の科学者を集結させることを目的としています。主要テーマ
には、グリーンおよび持続可能な化学、バイオ・医療用ポリマー、光電子・機能性ポ

リマー、高分子科学における機械学習・AI応用などが含まれ、高分子分野の最前線を
議論するプラットフォームとなるでしょう。

公開日 2026年07月18日  Sciforum  中国



詳細

主要成果

Sciforumは、2026年6月25日から28日にかけて中国の南京で開催される国際会議「ポリ
マー2026：トレンド、イノベーション、そして未来」の開催を発表しました。この会議
は、世界中の高分子科学、技術、工学分野の専門家が集結し、持続可能な高分子、バイ
オ・医療用ポリマー、AIの高分子科学への応用といった最先端テーマについて議論する
場を提供します。

技術・臨床詳細

「ポリマー2026」会議では、高分子科学の多様な側面をカバーする幅広い技術的セッシ
ョンと発表が予定されています。主なテーマは以下の通りです：

グリーンおよび持続可能な化学：バイオベースポリマー、生分解性プラスチック、リ
サイクル技術、環境に配慮した合成経路など、持続可能な高分子ソリューションに焦
点を当てます。

バイオおよび医療用ポリマー：生体適合性材料、ドラッグデリバリーシステム、ティ
ッシュエンジニアリング、医療機器、診断用ポリマーなど、生命科学および医療分野
への応用について議論します。

光電子およびその他の機能性ポリマー：導電性ポリマー、半導体ポリマー、光応答性
材料、スマートゲル、センサー、エネルギー貯蔵材料など、高性能機能性ポリマーの
最新研究が発表されます。

高分子科学における機械学習および人工知能（AI）の応用：高分子の設計、特性予
測、反応経路最適化、材料発見におけるAIおよびデータ科学ツールの利用に関するセ
ッションが設けられます。

これらのテーマは、高分子科学が直面する現代の課題と、将来的なイノベーションの方
向性を明確に示しています。



背景・業界文脈

高分子材料は、現代社会において不可欠な役割を果たしていますが、環境問題、資源枯
渇、そして新しい機能への要求という大きな課題に直面しています。これに対応するた
め、持続可能性、生体応用、高性能化、そしてデジタル技術との融合といった分野で、
研究開発が加速しています。特に、中国は高分子材料の研究開発および生産において世
界的に重要な拠点となっており、南京での国際会議開催は、この地域の技術革新へのコ
ミットメントを象徴しています。このような国際会議は、研究者間の知識共有、共同研
究の促進、そして産業界と学術界の連携強化にとって極めて重要なプラットフォームと
なります。

今後の展望

「ポリマー2026」は、高分子科学の未来を形作る重要な対話と協力の機会となるでしょ
う。会議で発表される最新の研究成果と議論は、新しいバイオベースおよびリサイクル
可能なポリマーの商業化、医療分野における革新的なポリマー材料の応用、そしてAIを
活用した効率的な材料開発プロセスへと繋がる可能性があります。研究者、エンジニ
ア、投資家は、この会議を通じて、高分子産業における次の大きなトレンドと投資機会
を特定し、持続可能で高性能な未来の材料を共創するためのインスピレーションを得る
ことが期待されます。

元記事: https://sciforum.net/event/Polymers2026

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://sciforum.net/event/Polymers2026


#10 バイオマテリアル科学ポリマー版最新号、ヒドロゲル
形成マイクロニードルと3Dがん研究モデルなど革新的研
究を掲載

概要

『Journal of Biomaterials Science, Polymer Edition』の最新号（第37巻、第10号）が発

行され、バイオ医療分野における高分子材料の革新的な応用に関する複数の研究が掲
載されています。主要な記事には、クリンドマイシン皮膚送達用のポリエチレングリ
コール貯蔵層を備えたヒドロゲル形成マイクロニードルの統合に関する研究が含まれ

ます。また、がん研究用の3D細胞培養モデルとして、還元型酸化グラフェンを組み込
んだゼラチン-ポリマンノースヒドロゲル足場の開発に関する論文も注目されます。

公開日 2026年10月01日  Taylor & Francis Online  イギリス



詳細

主要成果

『Journal of Biomaterials Science, Polymer Edition』の最新号、第37巻第10号が発表さ
れ、バイオ医療分野における高分子材料の画期的な応用に関する複数の研究論文が特集
されています。これらの研究は、薬物送達、組織工学、疾患モデル化における高分子の
可能性を広げるものです。

技術・臨床詳細

この最新号に掲載されている注目すべき研究の一つは、ヒドロゲル形成マイクロニード
ルとポリエチレングリコール（PEG）貯蔵層を統合した、クリンドマイシン皮膚送達シ
ステムに関するものです。このシステムは、マイクロニードルが皮膚バリアを最小限の
侵襲で貫通し、その後、貯蔵層から薬剤（クリンドマイシン）が持続的に放出されるこ
とを可能にします。これは、従来の経口投与や局所塗布に代わる、より効果的で患者に
優しい薬物送達経路を提供する可能性を秘めています。もう一つの重要な論文では、が
ん研究用の3D細胞培養モデルとして、還元型酸化グラフェン（rGO）を組み込んだゼラ
チン-ポリマンノースヒドロゲル足場の開発が報告されています。rGOの導入により、ヒ
ドロゲルの機械的特性と導電性が向上し、がん細胞の微小環境をより忠実に模倣できる
ようになります。これにより、2D培養では困難だった細胞増殖、移動、薬剤応答の評価
が可能となり、新規抗がん剤スクリーニングや個別化医療研究に貢献します。

背景・業界文脈

バイオマテリアル科学、特に高分子材料の分野は、医療技術の進歩に不可欠です。薬物
送達の効率化、組織再生、疾患のin-vitroモデル化は、現代医療における主要な課題で
す。ヒドロゲルやマイクロニードル技術は、これらの課題に対する有望なソリューショ
ンとして、その生体適合性、調整可能な物理化学的特性、および薬剤カプセル化能力か
ら注目されています。また、3D細胞培養モデルは、従来の2D培養が持つ生体内環境と
の乖離という問題を克服し、より正確なin-vitro薬物スクリーニングや疾患メカニズム解
明を可能にするため、製薬業界や学術研究機関で需要が高まっています。



今後の展望

これらの研究は、バイオ医療分野における高分子材料の応用を大きく進展させる可能性
を秘めています。ヒドロゲル形成マイクロニードルは、ワクチン接種、糖尿病管理、皮
膚疾患治療など、さまざまな疾患に対するより効果的かつ簡便な薬物送達を可能にする
でしょう。また、rGO強化ヒドロゲル足場を用いた3Dがんモデルは、新規治療法の開発
を加速し、個別化医療の進展に貢献する重要なツールとなります。研究者、製薬企業、
医療機器メーカーは、これらの進歩を活用して、患者ケアを向上させ、未だ満たされて
いない医療ニーズに応える新しい製品と治療法を生み出すことが期待されます。この最
新号は、高分子科学が医療革新に果たす役割の重要性を改めて示すものです。

元記事: https://www.tandfonline.com/toc/tbsp20/37/10

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tandfonline.com/toc/tbsp20/37/10


#11 毛細管薄膜化と高分子配座の微視的進化が結合する液
橋レオロジーの基礎研究を推進

概要

ソフト凝縮系物理学の最新研究が、液橋の毛細管薄膜化と高分子配座の微視的進化が
強く結合するレオロジー現象に焦点を当てています。この研究は、巨視的な幾何学的
形状と微視的な高分子配座が密接に影響し合う複雑な流れのモデルとして機能しま

す。高分子溶液のレオロジー特性、特に毛細管破断レオメトリー（CBR）の理解を深
める上で極めて重要であり、新しい材料設計への基礎を提供します。

公開日 2026年07月19日  Scifaro (Soft Condensed Matter / Physics)  国際



詳細

主要成果

ソフト凝縮系物理学の最前線で行われている研究が、液橋の毛細管薄膜化とそれに伴う
高分子配座の微視的進化との間の密接な結合を明らかにしています。この基礎研究は、
マクロスケールの流体力学的挙動がナノスケールの分子構造変化にどのように影響さ
れ、また影響を与えるかという複雑な相互作用を解明するものです。

技術・臨床詳細

本研究は、液橋の毛細管薄膜化現象を詳細に分析することに焦点を当てています。液橋
とは、二つの表面間に形成される液体のブリッジであり、その薄膜化の過程は、液体の
粘弾性特性を反映します。特に、高分子溶液の場合、液橋が引き伸ばされて細くなるに
つれて、内部の高分子鎖が特定の方向に配向したり、伸展したりするといった微視的な
構造変化が生じます。この研究は、これらの高分子配座の進化が、液橋の破断時間や形
態といったマクロな特性にどのように影響するかを、理論的および実験的に探求しま
す。毛細管破断レオメトリー（CBR）は、この現象を定量的に測定するための主要な手
法であり、本研究はその適用範囲と解釈を深めることに貢献します。これにより、高分
子の伸長粘度といった重要なレオロジー特性をより正確に評価することが可能となりま
す。

背景・業界文脈

高分子溶液のレオロジー特性（流れと変形に関する性質）は、塗料、インク、食品、化
粧品、さらには生体流体に至るまで、幅広い産業および生物学的応用において極めて重
要です。特に、高速な加工プロセスや、スプレー、コーティング、押出成形といった状
況では、高分子溶液が強い伸長流動を受け、その挙動が製品の品質やプロセス効率を大
きく左右します。液橋の薄膜化は、このような伸長流動の基本的なモデルとして機能
し、そのメカニズムの理解は、新しい高分子材料や加工プロセスの設計にとって不可欠
です。これまでの研究では、マクロなレオロジー特性とミクロな高分子挙動との間の定
量的な関係を完全に把握することは困難でした。



今後の展望

この基礎研究の進展は、高分子溶液のレオロジー特性をより精密に制御するための新し
い道を開くでしょう。研究者やエンジニアは、マクロスケールの現象と微視的な高分子
配座の結合を深く理解することで、例えば、塗布特性が最適化された塗料、スピンコー
ティングに適したフォトレジスト、または特定の医療機器で必要な血液代替液など、特
定の機能を持つ高分子材料をより効率的に設計できるようになります。将来的には、こ
の知識が高分子加工プロセスの最適化や、複雑な流体システムの挙動予測モデルの改良
に貢献し、高分子産業におけるイノベーションを加速させることが期待されます。この
研究は、ソフトマター物理学における基礎的な知見が、幅広い実用的な応用へと繋がる
可能性を示すものです。

元記事: #

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#12 ゲル化は流体からソフト固体ネットワークへの階層的
転移：局所相互作用とグローバル連結の結合を解明

概要

ソフト凝縮系物質の最新研究は、ゲル化が流体からシステム全体に広がる非平衡ソフ
ト固体ネットワークへの階層的な転移であることを明らかにしました。この転移は、
局所的な粒子相互作用、メソスコピックなクラスター形成、およびグローバルな連結

性という複数のスケールでの結合現象を伴います。ゲル化のメカニズムを理解するこ
とは、新しいソフト材料やポリマーの開発の基礎となります。

公開日 2026年07月21日  Scifaro (Soft Condensed Matter / Physics)  国際



詳細

主要成果

ソフト凝縮系物理学の最近の研究により、ゲル化が単純な相転移ではなく、流体がシス
テム全体にわたる非平衡のソフト固体ネットワークへと変化する階層的なプロセスであ
ることが明らかにされました。この発見は、ゲル材料の形成メカニズムに関する理解を
深め、より高度な材料設計への道を開きます。

技術・臨床詳細

本研究は、ゲル化現象を、局所的な粒子間の相互作用から始まり、中間スケール（メソ
スコピック）でのクラスター形成、そして最終的にシステム全体を貫くグローバルなネ
ットワーク連結性へと進行する、多段階の結合プロセスとして捉えています。研究者た
ちは、この階層的アプローチを通じて、個々の粒子の化学的または物理的な結合力がど
のようにして大規模な固体構造を構築するかを詳細に分析しました。例えば、特定の高
分子が溶液中で互いに弱く結合し始め、徐々に凝集してクラスターを形成し、そのクラ
スターがさらに連結して、最終的に流体の運動を妨げるような網目構造（ゲル）を形成
する過程をモデル化しました。このメカニズムは、従来のゲル化理論では十分に説明さ
れていなかった、非平衡状態での構造形成とダイナミクスを解明するものです。特に、
ゲルが一度形成されると、その構造が長期間安定に保たれる「ソフト固体」としての特
性に焦点が当てられています。

背景・業界文脈

ゲルは、食品、化粧品、医薬品、バイオテクノロジー、エレクトロニクスなど、非常に
幅広い分野で利用されている重要な材料です。そのユニークな特性（柔軟性、水分の保
持能力、特定の物質をカプセル化する能力など）は、多岐にわたる応用を可能にしてい
ます。しかし、ゲルの形成メカニズム、特に非平衡条件下での構造と安定性を完全に理
解することは、長年の科学的課題でした。この理解のギャップは、特定の特性を持つゲ
ルを精密に設計する上での障壁となっていました。本研究は、ゲルの形成をより包括的
な視点から捉えることで、この課題に対処し、次世代のスマートゲルや機能性高分子材
料の開発に貢献するものです。



今後の展望

このゲル化の階層的理解は、新しいソフト材料の開発に大きな影響を与えるでしょう。
研究者やエンジニアは、局所的な相互作用からグローバルなネットワーク形成に至るま
でのプロセスをより正確に制御できるようになり、特定の機械的強度、応答性、多孔性
を持つカスタムメイドのゲル材料を設計することが可能になります。例えば、精密な薬
物放出を制御できる医療用ハイドロゲル、自己修復能力を持つソフトロボティクス材
料、または環境刺激に応答して形状を変化させるスマートセンサーなどの開発が期待さ
れます。この基礎的な知見は、高分子科学とソフトマター工学の分野で、より持続可能
で高性能な未来の材料を創造するための強力な基盤となるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#13 ACS Axial、高分子化学を含む化学分野の「影響力あ
る化学者」に焦点を当てた記事を公開

概要

American Chemical Society (ACS) のオンラインプラットフォーム『ACS Axial』が、
「Find Your Formula: Which Influential Chemist Matches Your Scientific Style?」と題す
る記事を公開しました。この記事は、高分子科学を含む化学の多様な分野における影

響力のある化学者たちの貢献を探求し、それぞれの科学的スタイルに関する洞察を提
供します。ACS Publications Journalsで発表された最先端の化学研究や、著者・査読者
向けのリソースも紹介されており、化学コミュニティの活性化に寄与します。

公開日 2026年07月20日  ACS Axial - American Chemical Society  アメリカ



詳細

主要成果

American Chemical Society (ACS) のオンライン出版物『ACS Axial』は、高分子科学を含
む化学の広範な分野で多大な影響を与えた化学者たちに焦点を当てた記事「Find Your
Formula: Which Influential Chemist Matches Your Scientific Style?」を公開しました。こ
の記事は、読者が自身の科学的アプローチをこれらの著名な研究者と比較検討する機会
を提供し、インスピレーションを喚起することを目的としています。

技術・臨床詳細

この記事は直接的な研究論文ではありませんが、化学コミュニティにとって重要な価値
を提供します。具体的には、歴史上および現代における高分子化学、有機化学、無機化
学、物理化学などの分野で顕著な貢献をした「影響力のある化学者」たちを年代順また
はテーマ別に紹介しています。それぞれの化学者の主要な発見、研究手法、学術的・産
業的インパクトについて解説し、彼らの科学的スタイルの多様性を浮き彫りにしていま
す。例えば、高分子の合成、構造解析、機能化における画期的な業績を挙げた研究者
や、その発見が現代の材料科学や産業に応用されている事例が紹介される可能性があり
ます。また、ACS Publications Journalsで発表された最先端の研究論文や、著者や査読者
が自身の研究を効果的に発表・評価するための豊富なリソースへのリンクも含まれてい
ます。

背景・業界文脈

化学分野では、先駆的な研究者たちの業績が、新たな発見や技術革新の基盤となってき
ました。彼らの思考プロセス、研究アプローチ、困難への立ち向かい方は、現役の科学
者や次世代の研究者にとって貴重な指針となります。ACS Axialのようなプラットフォー
ムがこのような記事を公開することは、化学コミュニティの連帯感を醸成し、科学史へ
の理解を深め、若手研究者のキャリア形成に役立つ情報を提供することに寄与します。
特に高分子科学は、プラスチック、ゴム、繊維、複合材料など、私たちの生活に不可欠
な多岐にわたる材料の基盤を形成しており、この分野のパイオニアたちの業績は、現代
の持続可能性や機能性材料開発の課題を解決する上で、今なお重要な示唆を与えていま
す。



今後の展望

「Find Your Formula」のような記事は、化学分野における継続的な対話と知識共有を促
進し、新たなイノベーションの触媒となるでしょう。読者は、過去の偉大な化学者たち
の足跡を辿ることで、自身の研究テーマやアプローチに新たな視点を得ることができま
す。これにより、高分子科学、材料科学、さらには他分野との学際的な研究において、
新しいアイデアや共同研究の機会が生まれることが期待されます。ACS Axialは、引き続
きこのようなコンテンツを通じて、科学コミュニティの活性化と、次世代の科学的リー
ダーの育成に貢献していくことでしょう。投資家や業界関係者にとっても、特定の科学
的アプローチや技術トレンドの歴史的背景を理解する上で有益な情報源となります。

元記事: https://axial.acs.org/chemistry/polymer-science-macromolecular-chemistry/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://axial.acs.org/chemistry/polymer-science-macromolecular-chemistry/


#14 再生可能資源由来の光硬化性ポリマーコーティングが
自己修復性とバイメリット様特性でエレクトロニクス用途
を革新

概要

ACS Materials Auに掲載された研究では、再生可能資源から得られる光硬化性ポリマー

コーティングが、持続可能なエレクトロニクス、表面保護、先進システムに応用可能
であることを示しました。このコーティングは、自己修復性とバイメリット様特性を
持ち、熱硬化性材料の分子サイトが動的共有結合により再構築可能であることを実証

しました。これにより、特にエレクトロニクス分野で環境に優しく修復可能なコーテ
ィングソリューションの可能性が大きく広がります。

公開日 2026年07月16日  ACS Materials Au  アメリカ



詳細

主要成果

再生可能資源由来の光硬化性ポリマーコーティングが、自己修復性とバイメリット様特
性を示すことが実証されました。特定の反応性システムにおいて、動的共有結合を介し
て熱硬化性材料の分子サイトが再構築可能であることが示され、修復可能なコーティン
グとしての高い潜在能力を持つことが明らかになりました。

技術詳細

本研究では、植物油や糖などの再生可能なバイオマス由来の構造前駆体が利用され、こ
れらを基盤とした新規ポリマーが開発されました。光重合戦略として、ラジカル重合、
カチオン重合、チオール-エン光硬化など、複数のアプローチが探求されました。特
に、動的共有結合を持つシステムでは、損傷が発生した際に加熱や光照射によって結合
が交換・再形成され、材料が自律的に修復される機能が確認されました。これにより、
従来の熱硬化性樹脂では不可能であった修復やリサイクルが、環境に配慮した形で可能
になる画期的な進歩です。

背景・業界文脈

持続可能な材料への世界的な需要が高まる中、化石燃料由来のポリマーを代替する技術
が喫緊の課題となっています。エレクトロニクス分野では、デバイスの小型化と高性能
化に伴い、高い信頼性と長寿命を両立するコーティング材料が不可欠です。同時に、環
境規制の強化により、LCA（ライフサイクルアセスメント）の改善が急務であり、自己
修復性材料は、デバイスの寿命延長、廃棄物削減、資源効率向上に大きく貢献するた
め、極めて注目されています。

今後の展望

これらのバイオベース光硬化性ポリマーコーティングは、持続可能なエレクトロニク
ス、高性能表面保護、および多機能先進システムへの幅広い応用が期待されます。特
に、修復可能な電子部品、環境センサー、耐擦傷性・耐食性コーティングなど、その可
能性は多岐にわたります。さらなる研究により、商業規模での製造プロセス最適化と、
様々な環境下での長期的な性能評価が今後の課題となり、この技術が産業界に与える影
響は計り知れません。



元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsmaterialsau.6c00087

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsmaterialsau.6c00087


#17 化学リサイクル投資とリサイクル含有規制強化で循環
型ポリマー市場が2035年までに高成長、PPWRが移行加
速

概要

本記事はDataM Intelligenceが発行した循環型ポリマー市場調査レポートの概要紹介で

す。リサイクル含有量に関する厳しい規制と化学リサイクル技術への投資増加によ
り、循環型ポリマー市場は大きく成長しています。化学リサイクルは機械リサイクル
を補完し、混合・汚染されたプラスチック廃棄物からバージングレードのポリマーを

製造可能にします。

公開日 2026年07月24日  DataM Intelligence  インド



詳細

本記事はDataM Intelligenceが発行した市場調査レポート「Circular Polymers Market
Size, Share, Growth & Forecast 2035」の概要紹介です。

レポート概要

このレポートは、世界の循環型ポリマー市場の包括的な分析を提供し、2026年から
2035年までの予測期間における主要なトレンドと成長ドライバーを詳細に検討していま
す。特に、リサイクル含有量に関する厳格な規制の導入と、化学リサイクル技術への産
業界からの投資増加が市場成長を強力に推進していると指摘しています。レポートは、
様々な製品タイプ、技術、アプリケーション、および地域ごとの市場セグメントをカバ
ーし、主要企業の競争戦略を分析することで、関係者に戦略的な洞察を提供します。

主要な調査結果

市場成長の要因: 循環型ポリマー市場は、世界的な環境規制の強化と企業および消費
者の持続可能性へのコミットメントの高まりにより、大幅な成長を経験しています。
これは、プラスチック廃棄物問題への意識向上と、資源効率の追求によるものです。

化学リサイクルの戦略的役割: 化学リサイクルは、混合プラスチックや汚染されたプ
ラスチック廃棄物をバージングレードのポリマーに変換できるという点で、従来の機
械リサイクルを補完する極めて重要な技術として位置づけられています。これによ
り、リサイクル可能なプラスチックの範囲が大幅に拡大します。

大手企業の投資: BASF、SABIC、LyondellBasellなどの主要なポリマー生産者が、先進
的な化学リサイクルプラントに積極的に投資しています。これは、循環経済への移行
を加速させ、将来の原料供給を確保するための産業界の強いコミットメントを示して
います。

規制の推進: 包装および包装廃棄物規則（PPWR）のような規制の進展が、循環型ポ
リマーの採用をさらに促進しています。これらの規制は、企業がリサイクル含有目標
を達成し、持続可能な包装ソリューションを開発するためのインセンティブとなって
います。



発行会社について

DataM Intelligenceは、様々な産業分野にわたる包括的な市場調査レポート、分析、デ
ータサービスを提供するグローバルな市場調査およびコンサルティング企業です。同社
は、詳細な市場洞察を提供することで、クライアントの戦略的成長とデータ駆動型意思
決定を支援することを目的としています。

元記事: https://www.datamintelligence.com/research-report/circular-polymers-market

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.datamintelligence.com/research-report/circular-polymers-market


#18 規制強化と需要増でPFASフリー＆バイオベースプラ
スチック添加剤市場が急拡大、シロキサンやワックスが代
替として主導

概要

ポリマー業界は、規制圧力と顧客需要により、PFASフリープラスチック添加剤とバイ

オベースポリマーへの移行という大きな変革期を迎えています。シロキサン、ワック
ス、エンジニアリングポリオレフィンなどの代替化学物質は、PFASの性能を環境負荷
なしに再現するように設計されています。これらの持続可能な配合は、食品包装、医

療機器、自動車内装などの主要分野で採用が進んでおり、持続可能性と高性能を両立
しています。

公開日 2026年07月16日  Plastics Technology  アメリカ



詳細

主要成果

ポリマー業界は、PFAS（パーフルオロアルキルおよびポリフルオロアルキル物質）フリ
ーおよびバイオベースのプラスチック添加剤への大規模な移行を経験しています。シロ
キサン、ワックス、エンジニアリングポリオレフィンなどの代替化学物質が、PFASの高
性能特性を環境に配慮した形で再現することに成功しています。

技術詳細

PFASは、撥水性、撥油性、耐熱性などの優れた特性を持つため、長年様々な製品に利用
されてきましたが、その環境残留性と健康への影響が世界的に問題視されています。開
発されたPFASフリー添加剤は、ポリマー材料に同様の機能性（例：滑り性、離型性、表
面改質）を付与しつつ、環境リスクを低減します。具体的には、シロキサンベースの添
加剤は優れた滑り性と耐候性を提供し、特定のワックスは離型剤や摩擦調整剤として機
能します。エンジニアリングポリオレフィンは、ポリマーの加工性や機械的特性を向上
させます。これらの代替品は、分子構造の設計を通じて、既存の生産プロセスに容易に
統合できることを目指して開発されています。

背景・業界文脈

世界中でPFAS規制が強化されており、欧州や北米を中心にPFASの使用禁止や制限が進
んでいます。これにより、PFASを含まない製品への需要が急速に高まっています。ま
た、消費者や企業の間で持続可能性への意識が向上し、バイオベース素材や環境に優し
い製品への転換が加速しています。食品包装、医療機器、自動車内装などの分野では、
製品の安全性と環境性能が特に重視されるため、PFASフリーおよびバイオベース添加剤
の採用が先行しています。



今後の展望

PFASフリーおよびバイオベースプラスチック添加剤市場は、今後も規制動向と市場の持
続可能性要求に牽引され、拡大が続くと予想されます。メーカーは、高性能かつコスト
効率の高い新しい代替ソリューションの開発に注力し、多様な最終用途に対応するため
の製品ポートフォリオを強化するでしょう。この動きは、ポリマー産業全体のグリーン
化を促進し、より安全で持続可能な材料エコシステム構築に貢献する重要なステップと
なります。

元記事: https://www.plastics-technology.com/articles/bio-based-and-pfas-free-plastic-additives

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.plastics-technology.com/articles/bio-based-and-pfas-free-plastic-additives


#19 IneosとRecuro、ノルウェーに年間3.3万トン処理の
熱分解プラスチックリサイクル施設を建設へ、バージン品
質PE製造でEU規制対応

概要

IneosとRecuroは、ノルウェーに年間最大33,000トンの廃プラスチックを処理する先進

熱分解リサイクル施設の開発に関するMOUを締結しました。この「Full Circle」プロジ
ェクトは、高度な熱分解技術でプラスチック廃棄物から炭素を回収し、既存のポリマ
ー生産インフラと統合することで、バージン品質のリサイクルポリエチレンを生産し

ます。これにより、食品・医療包装などの要求の厳しい用途への適用が可能となり、
EUの包装規制達成に貢献します。

公開日 2026年07月21日  Plastics Today  アメリカ



詳細

主要成果

IneosとRecuroがノルウェーのIneos Bambleポリマーサイトに年間最大33,000トンの廃
プラスチックを処理する先進熱分解リサイクル施設を開発するためのMOUを締結しま
した。この「Full Circle」プロジェクトは、高度な熱分解技術を用いてプラスチック廃棄
物から炭素を回収し、これを既存のポリマー生産インフラと統合することで、食品や医
療用包装などの要求の厳しい用途に適したバージン品質のリサイクルポリエチレンを生
産します。

技術詳細

熱分解リサイクルは、酸素のない高温環境でプラスチックを分解し、プラスチックの分
子鎖を壊して油状の液体（熱分解油、またはポリ原油）を生成する化学リサイクル技術
です。この熱分解油は、従来の化石燃料由来のナフサと同様に、石油化学クラッカーで
処理され、バージン品質のポリエチレン（PE）モノマーに変換されます。これにより、
リサイクルされた材料が元のプラスチックと同じ品質と性能を持つことが保証され、特
に食品接触用途や医療用途など、厳格な品質基準が求められる分野での利用が可能とな
ります。このプロセスは、機械的リサイクルでは困難な、混合プラスチックや汚染され
たプラスチック廃棄物の処理を可能にします。

背景・業界文脈

プラスチック廃棄物の問題は世界的な課題となっており、特に使い捨てプラスチックの
削減とリサイクル率の向上が喫緊の課題です。欧州連合（EU）は、包装および包装廃棄
物規則（PPWR）などの規制を通じて、包装材のリサイクル含有量目標を高く設定して
おり、産業界はこれに対応する革新的なリサイクルソリューションを求めています。ノ
ルウェーでは、IneosのBamble工場は、先進的なバイオベースの原料やリサイクル原料
を使用してポリマーを生産するハブとなっており、このプロジェクトは、ノルウェーの
プラスチック産業の脱炭素化と循環経済への貢献を目指します。



今後の展望

この提携は、大規模な化学リサイクル技術の商業化に向けた重要な一歩であり、プラス
チックの循環経済を加速させます。バージン品質のリサイクルポリマー供給が増加する
ことで、ブランドオーナーは持続可能性目標を達成しやすくなります。今後、同様のプ
ロジェクトが他の地域でも展開され、プラスチック廃棄物問題の解決と持続可能な材料
供給網の構築に貢献すると期待されます。

元記事: https://www.plasticstoday.com/packaging/ineos-recuro-plan-pyrolysis-recycling-project-in-

norway

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.plasticstoday.com/packaging/ineos-recuro-plan-pyrolysis-recycling-project-in-norway
https://www.plasticstoday.com/packaging/ineos-recuro-plan-pyrolysis-recycling-project-in-norway


#20 ヘンケル、自動車ディスプレイ向けPFASフリー指紋
防止コーティングを発表、市場は規制強化と持続可能性で
成長

概要

PFASフリーコーティング市場は、PFAS規制強化と持続可能な技術への需要増により着

実に成長しており、特に自動車分野で顕著な動きが見られます。2026年4月にはヘン
ケルが自動車ディスプレイ向けにPFASフリーの指紋防止コーティングを導入し、これ
により性能と環境配慮を両立させました。カナダは2026年1月にPFAS物質の新たな規

制を発効しており、これは市場のPFASフリー化を加速させる強力な推進力となってい
ます。この動きは、様々な産業における環境負荷の低い高機能材料への移行を促進
し、新たなビジネス機会を創出すると期待されます。

公開日 2026年07月23日  DataHorizzon Research  グローバル



詳細

主要成果

PFASフリーコーティング市場は、世界の環境規制の強化と持続可能なソリューションへ
の産業界の強い需要に牽引され、顕著な成長を遂げています。特に、2026年4月には化
学大手ヘンケルが自動車ディスプレイ向けに革新的なPFASフリー指紋防止コーティング
を発表し、自動車産業における環境配慮型材料への移行を加速させました。

技術・臨床詳細

ヘンケルが開発した新規コーティング技術は、PFAS（パーフルオロアルキル化合物およ
びポリフルオロアルキル化合物）を含まないにもかかわらず、自動車ディスプレイに優
れた指紋防止性能と耐久性を提供します。これは、従来のフッ素系コーティングが持っ
ていた環境・健康への懸念を払拭しつつ、自動車内装の美観と機能性を維持する重要な
進歩です。この技術は、高分子科学における表面改質技術の進化を反映しており、自動
車部品のライフサイクル全体での環境負荷低減に貢献します。

一方、カナダ政府は2026年1月にPFAS物質の管理を強化する新たな規制を発効しまし
た。これにより、特定用途におけるPFASの使用が厳しく制限され、企業は代替材料への
移行を迫られています。これらの規制は、欧州連合（EU）や米国など、他の主要経済圏
でのPFAS規制動向と同期しており、グローバルなサプライチェーン全体でPFASフリー
製品への転換を加速させる要因となっています。

背景・業界文脈

「永遠の化学物質」とも称されるPFASは、その優れた撥水・撥油性から様々な製品に利
用されてきましたが、環境中での分解されにくさや人体への蓄積性、健康影響への懸念
が指摘され、世界的に規制の動きが加速しています。このため、産業界ではPFASを含ま
ない高性能な代替材料の開発が急務となっていました。特に、自動車、電子機器、医療
機器、包装などの分野では、製品の安全性と環境性能の両立が強く求められています。



今後の展望

ヘンケルのような大手企業による具体的なPFASフリー製品の市場投入と、カナダのよう
な国家レベルでの規制強化は、PFASフリーコーティング市場の成長をさらに加速させる
でしょう。高性能かつ持続可能な材料への需要は今後も高まり続け、研究開発への投資
も活発化すると予想されます。これにより、環境に優しく、消費者にとっても安全な製
品がより広く普及し、グローバルな化学産業のサステナビリティシフトが一段と進展す
る見込みです。

元記事: #

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#22 英国政府、2026年にPFAS『永遠の化学物質』の段階
的廃止計画を開始、食品包装禁止と飲料水規制を導入

概要

英国政府は2026年、PFAS（永遠の化学物質）の段階的廃止に向けた包括的なマッピン
グ、制限、管理計画を開始しました。この計画には、食品包装でのPFAS使用禁止や飲
料水への新たな制限導入が含まれており、環境保護と公衆衛生の向上を目指します。

さらに、消火泡でのPFAS禁止や、非必須製品に対する産業排出規制の強化など、多岐
にわたる措置が講じられます。これらの厳格な規制は、有害化学物質への曝露を減ら
し、より持続可能な社会への移行を加速させる重要な一歩です。

公開日 2026年07月22日  Resilience.org  イギリス



詳細

主要成果

英国政府は2026年、PFAS（パーフルオロアルキル化合物およびポリフルオロアルキル
化合物）、通称「永遠の化学物質」の段階的廃止に向けた野心的な計画を始動させまし
た。この計画は、食品包装におけるPFASの全面的禁止、および飲料水への新たな厳しい
制限の導入という画期的な措置を含んでおり、公衆衛生と環境保護における大きな進歩
を意味します。

技術・臨床詳細

英国のPFAS管理計画は、複数の段階的な制限措置で構成されています。具体的には、飲
料水中のPFAS濃度に関する規制が強化され、市民の安全な飲料水確保に向けた国家基準
が引き上げられます。また、環境中へのPFAS排出源として問題視されてきた消火泡から
のPFAS使用が禁止され、より安全な代替品への転換が義務付けられます。さらに、非必
須製品の製造プロセスにおける産業排出に対しても、より厳格な規制が課されます。こ
れらの措置は、サプライチェーン全体でPFASフリーの代替技術と材料への移行を促し、
企業には持続可能なイノベーションへの投資が求められます。

背景・業界文脈

PFASは、その撥水・撥油性からテフロン加工のフライパン、防水衣料、化粧品など幅広
い製品に使用されてきました。しかし、これらの化学物質は環境中でほとんど分解され
ず、食物連鎖を通じて人体に蓄積し、がん、免疫機能低下、ホルモンかく乱などの健康
問題を引き起こす可能性が指摘されています。そのため、欧州連合（EU）や米国など、
多くの国々でPFASの使用と排出を制限する動きが加速しており、英国の今回の決定もこ
うした国際的な流れに沿ったものです。



今後の展望

英国の包括的なPFAS廃止計画は、他の国々にも影響を与え、グローバルな化学産業にお
いてPFASフリーソリューションへの転換をさらに加速させるでしょう。これにより、新
しい高分子材料やコーティング技術の研究開発が促進され、環境負荷の低い製品が市場
に広く普及することが期待されます。企業は、規制順守だけでなく、消費者からの環境
意識の高まりに応えるためにも、PFAS代替技術への投資と製品ポートフォリオの見直し
を急ぐ必要があります。この動きは、より安全で持続可能な化学物質の利用に向けた世
界的なパラダイムシフトの一環として評価されます。

元記事: https://resilience.org/stories/2026-07-22/its-time-to-phase-out-pfas-forever-chemicals/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://resilience.org/stories/2026-07-22/its-time-to-phase-out-pfas-forever-chemicals/


#23 AFPM、米国のリサイクル枠組み強化を目指す『リサ
イクル材料帰属法』を支持

概要

アメリカ燃料・石油化学メーカー協会（AFPM）は、米国のリサイクル枠組みを強化す
るため、「リサイクル材料帰属法（RMAA）」への支持を表明しました。この法案
は、リサイクル材料に関する明確で統一された国家基準を確立し、メーカーが高品質

な再生材料を安心して活用できるよう、規制の確実性を提供することを目的としてい
ます。RMAAの成立は、高度なリサイクル技術への投資を促進し、国内のリサイクル
能力を大幅に拡大することで、最終的にプラスチック廃棄物の削減と循環型経済への

移行に貢献すると期待されています。

公開日 2026年07月22日  AFPM (American Fuel & Petrochemical Manufacturers)  アメリカ



詳細

主要成果

アメリカ燃料・石油化学メーカー協会（AFPM）は、米国のリサイクルインフラを現代
化し、強化するための重要な立法イニシアチブである「リサイクル材料帰属法
（RMAA）」に対する強い支持を公に表明しました。この法案は、メーカーが高度なリ
サイクル技術に自信を持って投資するための明確な規制枠組みを確立することを目的と
しています。

技術・臨床詳細

RMAAの核心は、リサイクルされた材料の主張（recycled content claims）に対する、全
国的に一貫性のある基準を設定することにあります。現在、米国ではリサイクルコンテ
ンツの定義や検証方法に地域差があり、これが企業が再生材料の利用を拡大する上での
障壁となっていました。RMAAは、この不確実性を解消し、メーカーが製品に表示する
リサイクル含有量について、消費者に対して透明性があり、信頼できる情報を提供でき
るようにします。これにより、企業はリサイクル材料の利用目標を設定しやすくなり、
また、高度な化学リサイクル技術（ケミカルリサイクル）を含む革新的なリサイクルプ
ロセスへの投資を正当化しやすくなります。

背景・業界文脈

プラスチック廃棄物の問題は、世界的な課題となっており、米国も例外ではありませ
ん。環境保護への意識の高まりと、持続可能な社会への移行を求める声に応える形で、
リサイクル率の向上は産業界全体にとって喫緊の課題となっています。AFPMは、石油
化学製品の主要生産者として、バージンプラスチックだけでなく、循環型経済の実現に
向けたリサイクルプラスチックの重要性も認識しています。この法案は、政府、産業
界、消費者団体が協力して、より効果的なリサイクルシステムを構築するための基盤を
提供しようとするものです。



今後の展望

RMAAが成立すれば、米国におけるリサイクルインフラの劇的な改善が期待されます。
規制の明確化は、高度なリサイクル技術への民間投資を促し、これにより国内のリサイ
クル能力が大幅に拡大するでしょう。結果として、プラスチック廃棄物の最終処分量が
減少し、より多くの使用済みプラスチックが新しい製品の原料として再利用されるよう
になります。これは、米国の循環型経済への移行を加速させ、産業界に新たなビジネス
機会と持続可能な成長をもたらす重要なステップとなるでしょう。

元記事: https://www.afpm.org/newsroom/blog/afpm-supports-bill-strengthen-us-recycling-framework

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.afpm.org/newsroom/blog/afpm-supports-bill-strengthen-us-recycling-framework


#24 アルケマ、原子力産業向け高耐放射線性PVDF樹脂
「Kynar®」をAGS Conference 2026で展示

概要

アルケマは、2026年7月20日から23日まで開催されたAGS Conferenceで、原子力産業
向けに特化した高性能PVDF樹脂「Kynar®」および「Kynar Flex®」を展示しました。
これらの樹脂は、最大150メガラッドという極めて高い耐放射線性を誇り、過酷な環境

下での長期使用に耐えうる優れた耐久性を提供します。高温下での腐食性化学物質に
対する耐性も兼ね備えているため、原子力施設の安全性と運用信頼性を高める上で不
可欠な材料として注目されます。アルケマの展示は、先進材料が原子力技術の進歩に

貢献する可能性を示しました。

公開日 2026年07月20日  Arkema  フランス



詳細

主要成果

アルケマは、2026年7月20日から23日に開催されたAGS Conferenceにおいて、原子力産
業の厳しい要件を満たすために特別に開発された高性能ポリフッ化ビニリデン
（PVDF）樹脂である「Kynar®」および「Kynar Flex®」を展示しました。これらの製品
は、極めて優れた耐放射線性と耐化学薬品性を提供し、原子力施設の安全性と長期運用
に不可欠なソリューションとして紹介されました。

技術・臨床詳細

アルケマのKynar®およびKynar Flex® PVDF樹脂は、その独自の分子構造により、最大
150メガラッドという非常に高い線量での優れた耐放射線性を発揮します。これは、原
子炉内部や放射性廃棄物処理施設など、高放射線環境下での使用に求められる極限的な
耐久性を保証するものです。さらに、これらの樹脂は高温条件下でも多くの腐食性化学
物質に対する耐性を持ち、酸、アルカリ、有機溶剤、酸化剤などに対して高い安定性を
示します。これにより、従来の金属材料が腐食や劣化を起こしやすい環境下でも、長期
にわたり性能を維持することが可能です。

Kynar®樹脂は、その純粋性、加工のしやすさ、および優れた耐摩耗性も特徴です。こ
れらの特性により、原子力産業における多様な用途、例えば、核燃料サイクルのプロセ
ス配管、機器のライニング、金属部品の保護コーティング、ケーブル被覆、および貯蔵
容器などに利用することができます。高い耐摩耗性は、摩擦や物理的ストレスに晒され
る環境での長寿命化に貢献し、メンテナンスコストの削減にも寄与します。

背景・業界文脈

原子力産業は、その性質上、極めて高い安全性と信頼性が求められる分野です。使用さ
れる材料は、放射線、高温、腐食性化学物質といった複数の過酷な環境要因に耐えうる
必要があります。従来の材料ではこれらの要求を完全に満たすことが難しい場合があ
り、より高性能な高分子材料への需要が高まっていました。アルケマは長年にわたり、
フッ素ポリマーの分野で培ってきた専門知識を活かし、原子力分野における特定の課題
解決に貢献する製品を開発してきました。今回の展示は、同社の技術が原子力施設の寿
命延長と安全性向上に貢献できる可能性を示唆するものです。



今後の展望

Kynar®およびKynar Flex® PVDF樹脂のような先進材料の採用は、原子力発電所の安全
性、運用効率、および寿命を向上させる上で重要な役割を果たすでしょう。これらの材
料は、新規原子力発電所の建設だけでなく、既存施設の改修や寿命延長プロジェクトに
おいても需要が見込まれます。アルケマは、これらの製品を通じて、クリーンエネルギ
ーとしての原子力の持続可能な発展に貢献し、同時に特殊高分子市場における同社のリ
ーダーシップを強化していく方針です。また、この技術は、高放射線環境下で機能する
他の産業（例えば宇宙探査や高エネルギー物理学研究）への応用可能性も秘めていま
す。

元記事: https://hpp.arkema.com/en/media/event/hpp/american-glovebox-society-2/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://hpp.arkema.com/en/media/event/hpp/american-glovebox-society-2/


#25 SABICとCEER、サウジアラビアのEV産業発展に向け
た戦略的協業を検討する覚書を締結

概要

SABICは、サウジアラビア初の電気自動車（EV）ブランドであるCEERと、同王国にお
けるEV産業での協業機会を探る覚書（MOU）を締結しました。この提携は、CEERが
設計・開発・製造する電気自動車にSABICの先進材料と革新的なソリューションを適用

する可能性を探求することを目的としています。このMOUは、サウジアラビアのEVエ
コシステム構築に向けたSABICのコミットメントを示すものであり、国内産業の多様化
と技術革新を促進する重要な一歩となります。

公開日 2026年07月21日  SABIC Latest News  サウジアラビア



詳細

主要成果

サウジアラビアを拠点とする世界的な化学企業SABICは、同国初の電気自動車（EV）ブ
ランドであるCEERとの間で、サウジアラビア王国におけるEV産業での協力機会を探る
覚書（MOU）を締結しました。このMOUは、サウジアラビアのEV製造能力を育成し、
現地のイノベーションを推進するための戦略的な一歩となります。

技術・臨床詳細

このMOUの下、SABICとCEERは、CEERが設計、開発、製造する電気自動車にSABICの先
進材料と革新的なソリューションを適用する可能性を共同で探求します。具体的には、
以下の分野での協力が期待されます。

軽量化材料: EVの航続距離向上とエネルギー効率改善のため、SABICの軽量複合材料
や高性能プラスチックを車体や内装部品に適用します。

バッテリー技術の向上: バッテリーパックの熱管理、安全性、耐久性を高めるための
特殊樹脂や添加剤の開発・供給を検討します。

サステナブル素材: リサイクル可能プラスチックやバイオベース材料の導入を通じ
て、EV製造における環境フットプリントの削減を目指します。

製造プロセス最適化: 材料の選定から製造プロセスにおける技術支援を提供し、CEER

の生産効率と品質向上を支援します。

この協力は、単なる材料供給に留まらず、CEERのEV開発プロセス全体にSABICの材料科
学の専門知識を統合することを目指しています。

背景・業界文脈

サウジアラビアは、「ビジョン2030」の下で経済の多様化と持続可能性への転換を強力
に推進しており、電気自動車産業の育成はその主要な柱の一つです。CEERは、サウジア
ラビアが自国のモビリティ未来を形作るための重要な取り組みとして設立されました。
SABICは、グローバルな化学産業のリーダーとして、石油から派生する化学製品の生産
に強みを持つ一方で、持続可能なソリューションとイノベーションへの投資を拡大して
います。この提携は、SABICがサウジアラビアの産業変革に貢献し、国内の付加価値を
高めるという戦略に合致するものです。



今後の展望

SABICとCEERの協力は、サウジアラビアのEVエコシステム発展に大きく貢献する可能性
があります。両社の強みを組み合わせることで、CEERは競争力のある高性能なEVを開
発・製造し、SABICはEV市場における先進材料のリーディングサプライヤーとしての地
位を確立できるでしょう。このMOUは、最終的な合意へと進展すれば、サウジアラビ
アがグローバルなEVサプライチェーンにおいて重要な役割を担うための道を開き、持続
可能な未来への移行を加速させるモデルケースとなることが期待されます。

元記事: https://www.sabic.com/en/newsandmedia/news

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sabic.com/en/newsandmedia/news


#26 イラン紛争激化でプラスチック市場の正常化期待薄れ
る、ポリオレフィン価格高騰か

概要

イラン紛争のエスカレートにより、プラスチック市場の急速な正常化への期待が薄れ
ています。Polymer Market Consultantsの分析によると、特に軟包装材に使用されるグ
レードが最も影響を受ける一方、硬質包装材用のグレードも圧力を受けています。専

門家は、原油価格の高騰を受け、ポリオレフィン価格がさらに上昇する可能性を指摘
しており、これによりサプライチェーンの混乱とコスト増加が懸念されます。中東地
域の不安定化が、世界のポリマー市場に長期的な影響を与える見通しです。

公開日 2026年07月23日  Packaging Dive  グローバル



詳細

主要成果

イラン紛争の激化は、世界のプラスチック市場の急速な正常化への期待を大きく後退さ
せています。この地政学的な緊張は、特にポリオレフィンなどの主要なプラスチック材
料の価格に上昇圧力をかけ、軟包装材および硬質包装材のサプライチェーンに広範な影
響を及ぼすと予測されています。

技術・臨床詳細

Polymer Market Consultantsの最新分析によると、最も直接的な影響を受けているの
は、食品包装や医療用包装などに広く使用される軟包装材のグレードです。これらの材
料は、サプライチェーンのわずかな途絶や原材料価格の変動に敏感であり、製造コスト
に即座に反映されやすい特性を持っています。また、硬質包装材に使用されるグレード
も、全体的な市場の供給不安と原油価格の高騰により、同様に価格圧力を受けていま
す。

原油は、ポリオレフィン（ポリエチレン、ポリプロピレンなど）の主要な原料であるナ
フサの生産コストに直結するため、イラン情勢の不安定化による原油価格の高騰は、ポ
リオレフィン価格のさらなる上昇を招く可能性が高いと専門家は指摘しています。これ
は、製品の最終コストに転嫁されることで、様々な産業に影響を与えることになりま
す。加えて、中東地域からのプラスチック原料の輸送ルートであるホルムズ海峡の安全
保障上の懸念は、海上輸送コストの増加や供給遅延のリスクを高め、グローバルなサプ
ライチェーンの混乱をさらに悪化させる要因となります。

背景・業界文脈

プラスチック市場は、COVID-19パンデミック後のサプライチェーンの混乱、エネルギ
ー価格の変動、そして環境規制の強化といった複数の要因により、すでに不安定な状態
にありました。このような状況下でのイラン紛争の激化は、市場の回復期待を打ち砕
き、さらなる不確実性をもたらしています。中東は世界の石油化学製品の主要生産地域
の一つであり、特に欧州やアジアへの供給において重要な役割を担っています。この地
域の安定性は、グローバルな材料供給と価格形成に直接的な影響を及ぼします。



今後の展望

イラン紛争のエスカレートは、プラスチック市場にとって短期的な課題だけでなく、長
期的な構造変化を促す可能性があります。企業は、地政学的なリスクを考慮に入れたサ
プライチェーンの多様化、原材料調達先の再評価、およびコスト管理戦略の強化を迫ら
れるでしょう。また、バイオプラスチックやリサイクルプラスチックなど、石油由来で
はない代替材料への投資がさらに加速する可能性もあります。ポリマー価格の高騰が続
けば、製品設計の見直しや材料代替の動きも活発化し、結果として産業全体での持続可
能性への移行が促される一方で、消費財の価格上昇につながる可能性も拭えません。

元記事: https://www.packagingdive.com/news/iran-plastics-effects-polyolefins-ceasefire-strait-hormuz-

renormalization-2027/825843/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.packagingdive.com/news/iran-plastics-effects-polyolefins-ceasefire-strait-hormuz-renormalization-2027/825843/
https://www.packagingdive.com/news/iran-plastics-effects-polyolefins-ceasefire-strait-hormuz-renormalization-2027/825843/


#27 BASF、ドイツ・デュッセルドルフにスキンケア向け
特殊エモリエント新工場を開設、数千万ユーロを投資

概要

BASFは2026年7月16日、ドイツのデュッセルドルフにスキンケアおよび日焼け止め製
品向けの特殊エモリエントを生産する新しい工場を正式に開設しました。中程度の数
千万ユーロを投資したこの新施設は、成長する市場需要に対応するため、BASFの特殊

製品生産能力を戦略的に拡大するものです。この工場拡張は、再生可能な原材料に基
づいた革新的なパーソナルケアソリューションの基盤を築き、美容・パーソナルケア
市場における同社の競争力を強化します。

公開日 2026年07月16日  BASF  ドイツ



詳細

主要成果

BASFは2026年7月16日、ドイツのデュッセルドルフにおいて、スキンケアおよび日焼け
止め製品に不可欠な特殊エモリエント（感触改良剤）を生産する最新鋭の工場を正式に
開設しました。この数千万ユーロ規模の戦略的投資は、BASFが成長する美容・パーソナ
ルケア市場における需要に応え、特殊製品の生産能力を大幅に拡大することを目指して
います。

技術・臨床詳細

新設されたデュッセルドルフ工場は、最先端の製造技術と自動化されたプロセスを導入
しており、高効率かつ持続可能な方法で高品質な特殊エモリエントを生産します。これ
らのエモリエントは、化粧品のテクスチャー、感触、および有効成分の皮膚への浸透性
を改善するために使用され、特に日焼け止め製品では、均一な塗布と使用感の向上に貢
献します。BASFは、この工場で再生可能な原材料を基盤とした製品ラインアップの製造
を強化することで、パーソナルケア業界におけるサステナビリティのトレンドを牽引し
ます。

工場設計には、エネルギー効率の最適化と環境負荷の最小化が考慮されており、最新の
環境規制に完全に準拠しています。また、フレキシブルな生産ラインは、多様な顧客ニ
ーズに対応できるよう設計されており、新製品開発から大量生産までを一貫してサポー
トできる体制が整っています。

背景・業界文脈

パーソナルケア市場、特にスキンケアと日焼け止めの分野は、消費者の健康意識の高ま
りと環境配慮型製品への需要増により、堅調な成長を続けています。高品質で革新的な
エモリエントは、製品の差別化と市場競争力の鍵となります。BASFは、化学産業の世界
的リーダーとして、この分野で長年にわたり培ってきた専門知識と技術力を有していま
す。今回の工場新設は、同社がこの成長市場におけるリーダーシップをさらに強化し、
顧客のイノベーションをサポートするための明確なコミットメントを示しています。



今後の展望

デュッセルドルフの新工場稼働により、BASFは特殊エモリエントのグローバル供給能力
を大幅に向上させ、顧客への供給安定性を確保します。これにより、化粧品メーカー
は、より迅速に市場のトレンドに対応し、革新的な製品を開発できるようになります。
また、再生可能原材料の使用を拡大することで、BASFはパーソナルケア製品の環境フッ
トプリント削減に貢献し、持続可能な美容市場の発展を促進します。この投資は、BASF

のポートフォリオにおける高付加価値特殊化学品の割合を増やし、長期的な収益成長に
貢献する戦略的な動きと位置付けられています。

元記事: https://www.basf.com/global/en/media/news-releases/2026/07/p-26-127

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.basf.com/global/en/media/news-releases/2026/07/p-26-127


#28 BASFグループ、2026年第2四半期決算でEBITDAが24
億ユーロに達し通期見通しを上方修正

概要

BASFグループは、2026年第2四半期の予備決算を発表し、特別項目を除くEBITDAが24

億ユーロに達し、アナリスト予想と前年同期を大幅に上回りました。この好調な結果
を受け、BASFは2026年通期の特別項目を除くEBITDA見通しを、従来の69億ユーロから

77億ユーロの間へと大幅に引き上げました。この上方修正は、同社の事業回復力の強
さと、市場環境の変化への適応能力を示しており、投資家に対してポジティブなシグ
ナルを送っています。

公開日 2026年07月17日  PUdaily  ドイツ



詳細

主要成果

BASFグループは、2026年第2四半期の予備数値を発表し、その好調な業績を背景に、
2026年通期の利益見通しを大幅に引き上げました。特に、特別項目を除くEBITDA（金
利・税金・減価償却費・償却費控除前利益）は24億ユーロに達し、市場のアナリストコ
ンセンサスおよび前年同期の業績を大きく上回る結果となりました。

技術・臨床詳細

BASFの第2四半期の好調な業績は、複数の事業部門における堅調なパフォーマンスと、
効率化プログラムの継続的な実施に起因しています。具体的な内訳は公表されていませ
んが、同社の幅広いポートフォリオ、特に特殊化学品、農業ソリューション、および表
面技術部門が貢献した可能性が高いと見られます。好調なEBITDAは、厳しい市場環境下
でもコスト管理と製品ミックスの最適化が進んだことを示唆しており、原材料価格の安
定化や需要回復の兆候も寄与している可能性があります。

また、BASFは、2026年通期の特別項目を除くEBITDAを従来の予測である69億ユーロか
ら77億ユーロの間へと修正しました。この上方修正は、経営陣が下半期の事業環境に対
してより楽観的な見方をしていることを示しており、特にエネルギーコストの変動管理
やサプライチェーンの安定化における同社の成功が背景にあると考えられます。堅調な
フリーキャッシュフローも、同社の財務健全性を示す重要な指標です。

背景・業界文脈

化学産業は近年、地政学的リスク、エネルギー価格の変動、サプライチェーンの混乱な
ど、多くの課題に直面してきました。このような状況下で、BASFのような大手企業が堅
調な業績を達成し、見通しを上方修正することは、業界全体の回復力と適応能力を示す
ものとして注目されます。BASFは、製品ポートフォリオの最適化、持続可能性への投
資、およびデジタル化の推進を通じて、長期的な競争力強化を図ってきました。今回の
好決算は、これらの戦略が奏功し始めたことを示唆しています。



今後の展望

BASFグループの2026年通期利益見通しの上方修正は、投資家や市場参加者に対し、同
社および化学産業全体に対する信頼感を高めるでしょう。これは、BASFが厳しい経済状
況の中でも、収益性の高い事業運営を維持し、成長機会を捉える能力があることを証明
します。今後、同社は、引き続きイノベーション、持続可能なソリューションの開発、
および地域市場でのプレゼンス強化に注力することで、さらなる成長を目指すものと見
られます。この結果は、グローバル化学産業の今後の動向を占う上で、重要な指標とな
るでしょう。

元記事: https://www.pudaily.com/news/65777/basf-group-releases-preliminary-figures-for-second-

quarter-of-2026

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pudaily.com/news/65777/basf-group-releases-preliminary-figures-for-second-quarter-of-2026
https://www.pudaily.com/news/65777/basf-group-releases-preliminary-figures-for-second-quarter-of-2026


#29 3D医療プリンティングシステム市場、手術計画短縮
と個別化医療ニーズで成長加速

概要

3D医療プリンティングシステム市場は、病院が手術計画サイクル短縮のために院内3D

プリンティングラボへの投資を拡大していることで成長が加速しています。メーカー
も患者に合わせた複雑なデバイスの積層造形生産を拡大しており、個別化医療の進展

がこの市場を強く牽引しています。3Dプリンティングは、単なるプロトタイピングツ
ールから、手術ガイド、患者固有のインプラント、解剖モデルの作成など、臨床ワー
クフローの中心的なコンポーネントへと進化を遂げています。

公開日 2026年07月23日  openPR.com (via DataHorizzon Research)  グローバル



詳細

主要成果

3D医療プリンティングシステム市場は、個別化医療への需要増加と手術計画の効率化と
いう二つの強力な推進力により、急速な成長を遂げています。病院が院内3Dプリンティ
ングラボへの投資を増やし、メーカーが患者に特化した複雑な医療機器の積層造形生産
を拡大していることが、この市場の拡大を特に牽引しています。

技術・臨床詳細

この市場の成長は、以下の具体的な進展によって支えられています。

院内3Dプリンティングラボの普及: 多くの病院や医療センターが、外科医が複雑な手
術を事前に計画するための高精度な解剖モデルを迅速に作成するために、自前の3D

プリンティング設備を導入しています。これにより、手術時間の短縮、リスクの軽
減、患者転帰の改善が期待されます。また、歯科分野ではカスタムメイドの義歯や矯
正器具の生産が加速しています。

患者に合わせたデバイスの積層造形: メーカーは、患者個々の解剖学的特徴に合わせ
て設計されたインプラント、プロテーゼ、手術ガイドなどの3Dプリント医療機器の
生産を拡大しています。チタン合金、コバルトクロム合金、生体適合性ポリマー
（PEEK、PMMAなど）といった多様な材料が利用され、複雑な形状や内部構造を持
つデバイスの製造が可能になっています。

個別化医療の進展: がん治療や整形外科手術など、様々な分野で患者固有のニーズに
応じた治療法が求められており、3Dプリンティングはこの個別化医療の実現に不可
欠な技術となっています。特に、インプラントの適合性向上や、薬剤送達システムの
精密化において、その優位性が発揮されます。

これらの技術的進歩により、3Dプリンティングは、これまでの研究開発におけるプロト
タイピングツールとしての役割を超え、実際の臨床現場における中心的なワークフロー
コンポーネントへとその地位を高めています。



背景・業界文脈

医療分野における3Dプリンティングの採用は、過去数年間で飛躍的に進展してきまし
た。従来は高コストで時間のかかるカスタムデバイス製造が課題でしたが、3Dプリンテ
ィング技術の進化と材料科学の発展により、より手頃な価格で迅速に、そして精密に患
者固有のソリューションを提供できるようになりました。規制当局も3Dプリント医療機
器の承認経路を明確化し始めており、これが市場の信頼性と拡大を後押ししています。
人口の高齢化と慢性疾患の増加は、個別化された医療ソリューションへの需要をさらに
高めています。

今後の展望

3D医療プリンティングシステム市場は、今後も持続的な成長が見込まれます。特に、新
しい生体材料の開発、プリンティング技術の高速化・高精度化、およびAIや機械学習と
の統合は、市場のさらなる革新を促進するでしょう。遠隔医療や分散型製造のトレンド
も、ポイントオブケア3Dプリンティングの普及を後押しすると考えられます。この技術
は、医療提供の質を向上させ、患者の治療体験を根本的に変革する可能性を秘めてお
り、研究者、エンジニア、投資家にとって魅力的なフロンティアであり続けます。

元記事: https://www.openpr.com/news/4584574/3d-medical-printing-systems-market-size-share-2026-

industry

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.openpr.com/news/4584574/3d-medical-printing-systems-market-size-share-2026-industry
https://www.openpr.com/news/4584574/3d-medical-printing-systems-market-size-share-2026-industry


#30 EvonikがグローバルMetAMINO®生産ネットワーク
の後方統合を完了、供給安定性と効率を強化

概要

エボニックは、グローバルなMetAMINO®（DL-メチオニン）生産ネットワークの後方
統合を完了したと発表しました。これにより、同社は欧州（アントワープ）、アジア
（シンガポール）、そして新たに南北アメリカ（モバイル）の主要中間体メチルメル

カプタンのオンサイト生産を実現し、世界中のMetAMINO®工場を完全に統合しまし
た。この戦略的な動きは、生産効率、供給セキュリティ、および持続可能性をさらに
強化し、動物栄養産業におけるエボニックのリーダーシップを確固たるものにしま

す。

公開日 2026年07月16日  Evonik Industries  ドイツ, グローバル



詳細

主要成果

特殊化学品の世界的リーダーであるエボニックは、グローバルに展開するMetAMINO®

（DL-メチオニン）生産ネットワークの後方統合を完了したことを発表しました。この
重要なマイルストーンにより、エボニックは主要中間体であるメチルメルカプタンの生
産を、欧州、アジア、そして南北アメリカのMetAMINO®拠点内でオンサイトで行うこ
とが可能となり、供給の安定性と効率を劇的に向上させました。

技術・臨床詳細

MetAMINO®は、動物栄養において不可欠な必須アミノ酸であるDL-メチオニンの商標
名です。エボニックのこの生産ネットワーク統合は、以下のような技術的・運営上の利
点をもたらします。

メチルメルカプタンのオンサイト生産: 従来、一部のメチオニン生産施設では、メチ
ルメルカプタンを外部から調達する必要がありました。今回の統合により、欧州のア
ントワープ（ベルギー）、アジアのシンガポール、そして南北アメリカのモバイル
（米国アラバマ州）の各拠点において、メチルメルカプタンの自社生産が確立されま
した。これにより、外部サプライヤーへの依存を減らし、サプライチェーンの混乱リ
スクを最小限に抑えます。

生産効率の向上: 原料から最終製品までの一貫生産体制を確立することで、物流コス
トの削減、生産プロセスの最適化、およびエネルギー消費の効率化が実現されます。
これにより、全体的な生産コストの削減と競争力の強化に繋がります。

供給セキュリティの強化: グローバルな複数の地域で主要中間体を自社生産すること
で、地域的な供給途絶リスクに対する耐性が向上します。顧客は、より安定した
MetAMINO®の供給を期待できるようになります。

持続可能性の向上: 統合された生産プロセスは、廃棄物の削減やエネルギー効率の改
善を通じて、環境フットプリントの低減に貢献します。これは、エボニックの持続可
能性戦略の重要な一部です。

この統合は、MetAMINO®の品質と性能を維持しつつ、世界中の顧客へのサービスを向
上させるための重要なステップです。



背景・業界文脈

DL-メチオニンは、家畜や家禽の成長と健康に不可欠な栄養素であり、その需要は世界
的に増加傾向にあります。特に、より持続可能で効率的な動物タンパク質生産が求めら
れる中で、メチオニンは飼料効率を改善し、環境排出量を削減する上で重要な役割を果
たします。エボニックは、メチオニン市場の世界的リーダーであり、この競争の激しい
市場で優位性を保つためには、生産プロセスの効率化と供給の安定性が不可欠でした。

今後の展望

エボニックのMetAMINO®生産ネットワークの後方統合は、同社の動物栄養事業にとっ
て長期的な成功の基盤を築くものです。供給の安定性、効率性、および持続可能性の強
化は、顧客にとっての価値を高め、市場シェアの拡大に貢献するでしょう。この戦略的
な動きは、エボニックがグローバル市場におけるリーダーシップを維持し、動物栄養の
未来を形作る上での重要な役割を果たし続けることを可能にします。また、他の化学製
品においても同様の統合戦略が検討される可能性があり、業界全体の効率化に影響を与
える可能性があります。

元記事: https://www.evonik.com/en/media.html

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.evonik.com/en/media.html


#31 米トランプ政権、化学プラスチック『リサイクル』産
業の汚染規則緩和を提案

概要

米トランプ政権は、化学プラスチック「リサイクル」産業における汚染規則の緩和を
提案しました。この提案は、主に自然災害からの瓦礫焼却に関するものに紛れてお
り、「リサイクル」の名の下に、使用済みプラスチックから化学物質を抽出する企業

の汚染管理規則を弱める意図があると考えられています。環境保護団体からは、これ
が化学リサイクル施設の環境基準を低下させ、公衆衛生と環境への悪影響を増大させ
る可能性について懸念が表明されています。この動きは、米国のプラスチック廃棄物

管理政策に大きな影響を与える可能性があります。

公開日 2026年07月16日  Oil and Gas Watch News  アメリカ



詳細

主要成果

米国のトランプ政権は、化学プラスチック「リサイクル」産業に対する既存の汚染規則
を緩和する新たな提案を発表しました。この提案は、広範な自然災害からの瓦礫焼却に
関する規制緩和の文脈に巧妙に組み込まれており、実質的には、使用済みプラスチック
から化学物質を抽出する施設（ケミカルリサイクルプラント）の環境管理基準を弱める
ことを意図していると見られています。

技術・臨床詳細

この提案の具体的な内容は、化学リサイクル施設が適用される大気汚染物質排出基準、
水質汚染管理、および廃棄物処理に関する規制を緩めるものです。例えば、特定の有害
大気汚染物質（HAPs）の排出制限の緩和、廃水処理要件の簡素化、あるいは許可プロ
セスの迅速化などが含まれる可能性があります。化学リサイクルは、プラスチックをモ
ノマーや燃料油に戻すプロセスであり、高温や高圧を伴うため、適切に管理されない場
合、揮発性有機化合物（VOCs）や他の有害物質を排出するリスクがあります。

環境保護団体は、この規制緩和が、化学リサイクル産業が排出する汚染物質の監視を弱
め、結果として周辺地域の住民の健康と環境に悪影響を及ぼす可能性を懸念していま
す。彼らは、リサイクルという名目で、実質的にはプラスチックを燃料として燃やすの
と同等の汚染を合法化するものであると批判しています。特に、自然災害瓦礫の焼却規
制緩和と同時に提案されたことで、世間の注目をそらす意図があるとも指摘されていま
す。

背景・業界文脈

プラスチック廃棄物の問題は世界的な課題であり、化学リサイクルは「循環型経済」を
推進する手段の一つとして注目されてきました。しかし、その環境性能や経済的実現可
能性については、常に議論が続いています。米国では、ケミカルリサイクルを「リサイ
クル」として分類するかどうか、また、それが従来の石油化学プラントと同様の環境規
制を受けるべきかどうかについて、活発な議論が交わされています。トランプ政権の今
回の提案は、化学リサイクルを支援し、投資を促すことを意図しているとされますが、
環境保護と産業界の利益のバランスを巡る深刻な対立を生んでいます。



今後の展望

この汚染規則緩和の提案は、今後、環境保護団体、産業界、および一般市民からの強い
反発に直面する可能性があります。パブリックコメント期間を経て、最終的な決定が下
されるまでには、激しい政治的・社会的な議論が予想されます。もし緩和が実施されれ
ば、米国の化学リサイクル施設の建設・運営コストは低下する可能性がありますが、同
時に環境規制の質が問われることになります。これは、米国のプラスチック廃棄物管理
の将来の方向性を決定する上で極めて重要な局面となるでしょう。

元記事: https://news.oilandgaswatch.org/post/trump-administration-proposes-weakening-pollution-

rules-for-the-chemical-plastics-recycling-industry

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.oilandgaswatch.org/post/trump-administration-proposes-weakening-pollution-rules-for-the-chemical-plastics-recycling-industry
https://news.oilandgaswatch.org/post/trump-administration-proposes-weakening-pollution-rules-for-the-chemical-plastics-recycling-industry


#32 欧米の化学リサイクル工場が閉鎖・プロジェクト中止
に直面、商業的実現可能性に課題

概要

欧州と米国において、化学リサイクルプラントが商業的実現可能性の達成に苦慮して
おり、相次ぐプラント閉鎖やプロジェクト中止が報告されています。英国のPlastic

Energyが管財人管理下に置かれ、Viridorがスカンジナビアの化学リサイクル工場3か所

を閉鎖したことが、この困難な状況を浮き彫りにしています。高額な生産コスト、安
価なバージンプラスチックとの競争、および一貫性のない政策支援が最大の障害であ
り、業界は規制の確実性向上を求めています。

公開日 2026年07月23日  Chemistry World  欧州, アメリカ



詳細

主要成果

欧州および米国における化学リサイクルプラントが、その商業的実現可能性を確保する
上で深刻な課題に直面しており、複数の施設で閉鎖やプロジェクト中止が相次いでいま
す。これは、持続可能なプラスチック廃棄物管理への移行において、この技術が依然と
して大きな障害に直面していることを示しています。

技術・臨床詳細

最近の事例は、化学リサイクル産業が直面する経済的逆風を明確に示しています。

英国Plastic Energyの管財人管理: 英国を拠点とする大手化学リサイクル企業Plastic

Energyが管財人管理下に置かれたことは、業界にとって大きな衝撃でした。同社
は、使用済みプラスチックから「TACOIL」という油を生成し、新たなプラスチック
の原料として利用することを目指していました。

Viridorによるスカンジナビア工場閉鎖: 廃棄物管理大手Viridorは、スカンジナビアの
化学リサイクル工場3か所の閉鎖を発表しました。これらの工場は、ピロリシス（熱
分解）技術を用いてプラスチック廃棄物を処理していました。

高額な生産コスト: 化学リサイクルプロセスは、従来の機械的リサイクルやバージン
プラスチック生産と比較して、運用コストが高い傾向にあります。特にエネルギー消
費量が多く、特殊な触媒やプロセス条件が必要となるため、最終製品のコストが高く
なりがちです。

安価なバージンプラスチックとの競争: 石油価格の変動により、バージンプラスチッ
ク（新規生産されるプラスチック）が安価で供給される時期には、化学リサイクルさ
れた材料は価格競争力で不利になります。これは、投資回収を困難にする主要な要因
です。

一貫性のない政策支援: 各国・地域で化学リサイクルに対する政策や規制の枠組みが
異なるため、投資家や企業は長期的な事業計画を立てにくい状況にあります。明確な
拡大生産者責任（EPR）プログラムやリサイクル内容物要件の欠如が、安定した需要
創出を妨げています。

これらの要因が複合的に作用し、多くの化学リサイクルプロジェクトが経済的に持続不
可能となっています。



背景・業界文脈

プラスチック廃棄物の問題が地球規模で深刻化する中、化学リサイクルは、機械的リサ
イクルでは困難な汚染されたプラスチックや混合プラスチックの処理を可能にする「高
度なリサイクル」技術として大きな期待を集めてきました。循環型経済の実現に向けた
重要な柱の一つと位置付けられ、多くの投資が行われてきました。しかし、技術開発と
商業化の間には依然として大きなギャップが存在し、経済的ハードルが予想以上に高い
ことが露呈しています。

今後の展望

欧米での化学リサイクルプラント閉鎖の波は、業界に現実的な評価を促し、より持続可
能で経済的に実行可能なビジネスモデルの再構築を加速させるでしょう。業界関係者
は、化学リサイクルインフラの拡大に必要な多大な投資を正当化するため、より強力な
EPRプログラム、リサイクル内容物要件、および改善された回収システムを含む、政府
による一貫した規制の確実性を強く求めています。技術的進歩と政策支援のバランス
が、この重要なセクターの将来を左右することになります。

元記事: https://www.chemistryworld.com/news/chemical-recycling-plants-closing-in-eu-and-

us/4023904.article

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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